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マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
児
童
向
け
文
学
作
品
に

「
王
子
と
乞
食
」
が
あ
る
。
姿
が
そ
っ
く
り
の
王
子

と
乞
食
が
入
れ
替
わ
っ
て
引
き
起
こ
す
ド
タ
バ
タ
劇

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
似
た
物
語
が
青
い
ケ
シ
の
世
界

に
も
あ
る
。

　

こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
数
年
後
、
フ
ラ
ン
ス
人

宣
教
師
デ
ラ
バ
イ
が
雲
南
省
麗
江
近
く
で
青
い
ケ
シ

を
採
取
し
、本
国
に
送
る
。１
８
８
９
年
フ
ラ
ン
シ
ェ

に
よ
り
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
ベ
ト
ニ
キ
フ
ォ
リ
ア
と
し

て
発
表
さ
れ
た
。種
名
は
シ
ソ
科
の
ベ
ト
ニ
ー（
カ
ッ

コ
ウ
チ
ョ
ロ
ギ
）
の
葉
に
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
後
、
英
国
将
校
バ
イ
レ
ー
大

佐
が
チ
ベ
ッ
ト
で
青
い
ケ
シ
を
採
取
。
大
佐
の
名
を

取
っ
て
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
バ
イ
レ
イ
と
命
名
さ
れ
る
。

数
年
後
、
キ
ン
グ
ド
ン
＝
ウ
ォ
ー
ド
が
こ
の
種
子
を

大
量
に
収
穫
し
て
本
国
に
送
る
と
、
英
国
の
気
候
と

合
っ
て
よ
く
発
芽
し
、ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー

と
し
て
、
英
国
庭
園
を
席
巻
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
雲
南
か
ら
本
種
の
標
本
が
送
ら

れ
て
来
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
二
種
は
同

種
と
さ
れ
、
バ
イ
レ
イ
は
ベ
ト
ニ
キ
フ
ォ
リ
ア
に
名

を
変
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
英
国
の
園
芸
業
界
は

大
混
乱
と
な
り
、
い
く
つ
も
の
名
が
乱
立
し
た
。

　

こ
の
混
乱
は
、
２
０
０
９
年
グ
レ
イ
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
に
よ
り
二
種
は
別
種
と
さ
れ
て
終
止
符
が
打
た
れ

た
が
、
そ
の
決
め
手
は
表
か
ら
は
見
え
な
い
根
の
違

い
（
ベ
ト
ニ
キ
フ
ォ
リ
ア
は
匍ほ

匐ふ
く

根け
い

）
で
あ
っ
た
。

写真・文　松永秀和

─雲南省編⑥─
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折
立
・
雲
ノ
平
か
ら
水
晶
岳
・
烏
帽
子
岳
・
船
窪
岳
を
へ
て
蓮
華
岳
・
扇
沢
へ

白
い
稜
線
と
花
畑
を
行
く

堀
井
栄
治　
品
川
山
の
会　

さ
ん
か
く
て
ん
／
東
京

北アルプス縦走

　

水
晶
小
屋
で
の
空
一
面
の
夕
焼
け

　

折
立
を
発
っ
て
樹
林
帯
の
太
郎
坂

の
急
登
を
２
時
間
歩
く
と
稜
線
に
出

る
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
群
生
す
る

草
原
の
尾
根
を
緩
や
か
に
上
り
、
３

時
間
で
太
郎
平
に
到
着
。
薬
師
沢
へ

の
道
に
入
る
と
登
山
者
が
急
に
減
る
。

花
の
草
原
と
樹
林
帯
を
交
互
に
通
過

し
て
い
く
楽
し
い
下
り
道
で
あ
る
。
沢

を
横
切
る
た
び
に
水
を
被
っ
て
、
暑

さ
も
気
に
な
ら
な
い
。
薬
師
沢
小
屋

は
沢
沿
い
で
水
が
豊
富
で
楽
で
あ
る
。

　

２
日
目
は
、
岩
の
多
い
湿
っ
た
樹

林
帯
で
虫
に
刺
さ
れ
な
が
ら
、
急
登

３
時
間
で
雲
ノ
平
末
端
の
ア
ラ
ス
カ

庭
園
に
到
着
。
樹
林
帯
を
抜
け
、
奥
日

本
庭
園
を
過
ぎ
、
祖
母
岳
に
登
る
と

広
々
と
し
た
雲
ノ
平
が
一
望
で
き
る
。

雲
ノ
平
小
屋
で
休
憩
後
、
ス
イ
ス
庭

園
に
寄
る
と
高
天
原
が
眼
下
に
見
下

ろ
せ
る
。
祖
父
岳
か
ら
は
稜
線
歩
き

に
な
り
気
分
が
良
い
。
岩
苔
乗
越
へ

の
下
り
で
雪
田
が
あ
り
、
雪
を
帽
子

に
つ
め
て
歩
い
た
。
涼
し
い
。
水
晶

小
屋
は
混
ん
で
い
て
一
畳
に
二
人
で

あ
っ
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
夕
焼

け
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

コ
マ
ク
サ
の
道
に
白
い
稜
線
歩
き

　

３
日
目
は
早
朝
に
出
発
し
、
霧
の

中
で
水
晶
岳
に
登
頂
後
、
小
屋
に
戻

り
休
憩
。
東
沢
乗
越
に
急
下
降
し
、

大
岩
を
縫
う
歩
き
づ
ら
い
稜
線
を
真

砂
分
岐
へ
進
む
。
真
砂
岳
を
左
か
ら

巻
く
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
コ
マ
ク

サ
が
見
ら
れ
る
。
緩
や
か
な
砂
れ
き

水晶小屋での素晴らしい夕焼け

白い砂れきを野口五郎岳の山頂へ
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の
斜
面
を
ゆ
る
ゆ
る
と
登
る
と
、
広
々

と
し
た
野
口
五
郎
岳
山
頂
に
着
い
た
。

コ
マ
ク
サ
の
道
を
下
り
、
野
口
五
郎

小
屋
を
通
り
、
三
ッ
岳
に
登
り
返
す
。

１
時
間
ほ
ど
で
烏
帽
子
小
屋
に
到
着
。

小
屋
は
空
い
て
い
た
が
、
予
約
な
し
の

た
め
か
前
夜
に
続
き
夕
食
は
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
。

　

早
朝
に
烏
帽
子
小
屋
を
出
発
し
て

霧
の
中
３０
分
で
分
岐
に
到
着
、
ザ
ッ

ク
を
置
い
て
烏
帽
子
岳
へ
。
山
頂
直

下
は
鎖
の
岩
登
り
に
な
る
。
展
望
は

な
し
、
分
岐
に
戻
る
。
二
重
稜
線
の

四
十
八
池
を
楽
し
み
な
が
ら
南
沢
岳

へ
登
り
、
白
い
砂
れ
き
の
広
々
し
た

山
頂
で
休
憩
。
次
の
不
動
岳
も
白
砂

の
山
頂
。
こ
こ
か
ら
急
降
下
、
稜
線

ゼ
ン
を
返
し
、
１
時
間
程
で
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
に
出
て
、
ゴ
ー
ル
の
扇
沢

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
し
た
。

　

今
山
行
は
、
曇
り
が
ち
で
遠
望
が

利
か
な
か
っ
た
が
、
涼
し
い
山
行
に

な
っ
た
。
終
始
花
を
見
な
が
ら
の
白

い
稜
線
を
行
く
変
化
に
富
ん
だ
山
行

を
楽
し
ん
だ
。

の
右
手
不
動
沢
側
は
全
て
白
ザ
レ
で

沢
ま
で
数
百
メ
ー
ト
ル
崩
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
滑
落
す
る
と
沢
下
ま
で
止
ま

ら
な
い
。
ザ
レ
場
は
岩
斜
面
に
砂
が

の
っ
て
い
る
の
で
滑
り
や
す
い
。
花

崗
岩
の
白
い
崖
が
延
々
と
続
く
景
観

は
凄
い
迫
力
で
、
こ
の
稜
線
の
魅
力

か
も
し
れ
な
い
。
山
頂
の
は
っ
き
り

し
な
い
船
窪
岳
を
越
え
て
、
乗
越
か

ら
針
ノ
木
谷
へ
の
下
降
路
が
分
岐
。

急
登
を
登
り
切
り
船
窪
小
屋
に
到
着
。

タ
ル
チ
ョ
を
飾
っ
た
小
屋
で
は
鐘
を

鳴
ら
し
て
歓
迎
、
小
屋
前
で
名
物
の

山
菜
天
ぷ
ら
と
お
茶
を
馳
走
に
な
る
。

２
０
１
７
年
に
引
退
し
た
松
沢
寿
子

夫
妻
の
息
子
さ
ん
一
家
が
偶
然
来
て

い
て
、
東
邦
航
空
が
撤
退
し
ヘ
リ
輸
送

が
困
難
な
こ
と
、

昨
年
（
２
０
１
８

年
）
の
雨
で
登
山

道
や
崖
に
あ
る
水

場
の
崩
壊
が
激
し

く
維
持
が
難
し
い

こ
と
な
ど
、
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

渓
谷
・
湿
原
・
稜
線
・
雪
渓

　

変
化
に
富
ん
だ
山
行

　

鐘
に
送
ら
れ
３０
分
で
七
倉
岳
に
到

着
、
霧
で
展
望
な
し
。
七
倉
乗
越
に

降
り
北
葛
岳
山
頂
へ
、
前
方
に
は
針

ノ
木
岳
が
そ
び
え
る
。
前
日
よ
り
道

は
歩
き
や
す
い
。
３
５
０
ｍ
ほ
ど
急

下
降
し
て
北
葛
乗
越
、

蓮
華
の
大
下
り
（
登
り

５
０
０
ｍ
）
に
か
か

る
。
鎖
の
連
続
す
る
岩

場
を
登
り
急
登
を
過
ぎ

る
と
、
蓮
華
岳
へ
の
白

い
大
斜
面
に
出
る
。
コ

マ
ク
サ
を
見
な
が
ら

今
山
行
で
最
後
の
登
り

だ
。
針
ノ
木
小
屋
付
近

は
人
で
一
杯
で
あ
る
。

小
屋
で
簡
易
ア
イ
ゼ
ン

（
５
０
０
円
）
を
借
り
、

急
な
つ
づ
ら
折
り
を

下
る
。
針
ノ
木
雪
渓
は

雪
が
柔
ら
か
く
滑
り
や

す
か
っ
た
が
、
１
時
間

程
で
登
山
道
に
上
が
っ

た
。
大
沢
小
屋
で
ア
イ

東沢乗越から水晶小屋方面を振り返る

針ノ木雪渓を下り、長い長い縦走を終えた

2019 年 7 月 30 日～ 8 月 3 日
1 日目＝折立～太郎平～薬師沢小屋
2 日目＝薬師沢小屋～雲ノ平～祖父岳～水晶小屋
3 日目＝水晶岳～東沢乗越～野口五郎岳～三ッ岳
　　　　～烏帽子小屋
4 日目＝烏帽子岳～南沢岳～不動岳～船窪岳～船窪小屋
5 日目＝七倉岳～北葛岳～蓮華岳～針ノ木峠～扇沢
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夏
山
集
中
山
行

折
立
か
ら
太
郎
山
～

         

五
色
ヶ
原
～
室
堂
へ

五
十
嵐
和
子　
杉
並
山
の
会
／
東
京

北アルプス縦走
　

14
人
が
集
結
し
て
始
ま
る

　

３
つ
の
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
１４
人

全
員
が
、
朝
、
富
山
駅
南
口
に
集
合

し
た
。
現
地
集
合
と
し
た
の
で
駆
け

つ
け
方
は
事
情
に
応
じ
て
様
々
だ
。

２
台
の
大
型
タ
ク
シ
ー
で
６
時
に
出

発
し
、
７
時
過
ぎ
に
折
立
登
山
口
に

到
着
し
た
。
太
郎
坂
と
呼
ば
れ
る
急

登
が
続
く
樹
林
帯
を
抜
け
、
暑
い
陽

を
浴
び
な
が
ら
歩
く
と
、
昼
近
く
に

太
郎
平
小
屋
に
到
着
し
た
。
今
日
は

全
員
が
こ
こ
に
泊
ま
り
、
明
日
か
ら

の
山
行
に
備
え
る
。
布
団
１
人
１
枚
。

　

イ
ン
ナ
ー
ま
で
濡
れ
た
雨
天
山
行

　

今
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
る
。
我
々
８
名
は
６
時
に
出

発
。
曇
り
で
眺
望
が
な
い
。
薬
師
峠
、

薬
師
平
を
経
て
、
８
時
頃
薬
師
岳
山

荘
に
到
着
し
た
。
雨
が
激
し
く
な
り
、

雨
用
ズ
ボ
ン
も
は
く
。
薬
師
岳
に
登

る
途
中
、
薬
師
岳
チ
ー
ム
と
す
れ
違
っ

て
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
！　

皆
元
気
！　

９
時
１７
分
薬
師
岳
着
。
ガ
ス
で
全
く

ザラ峠から五色ヶ原と山荘　後景は鳶山

薬師岳を越えスゴ乗越小屋に向かう　間山から下る途中

本
稿
は
２
０
１
９
年
７
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
「
杉
並
山
の
会
」
の
夏
山
集
中
山
行
の
記
録
で
あ
る

（
写
真
提
供
：
江
頭
恭
子
）
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見
え
な
い
。
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
さ
っ

さ
と
移
動
。

　

激
し
い
雨
が
イ
ン
ナ
ー
ま
で
沁し

み

た
。
雨
具
の
下
に
も
う
１
枚
着
込
み
、

体
温
で
服
を
乾
か
し
た
。
貴
重
な
体
験

だ
。
１１
時
頃
北
薬
師
岳
に
到
着
。
相

変
わ
ら
ず
眺
望
な
し
。
１２
時
２９
分
に

間
山
。
ガ
ス
の
中
を
ひ
た
す
ら
歩
き
、

写
真
を
撮
る
余
裕
も
な
い
。

　

よ
う
や
く
泥
道
の
先
に
ス
ゴ
乗
越

小
屋
が
現
れ
、
１３
時
４１
分
に
到
着
し

た
。
乗
越
小
屋
は
ネ
パ
ー
ル
風
で
ト

イ
レ
は
木
の
香
り
が
し
た
。
料
理
も

美
味
し
い
。
皆
で
ビ
ー
ル
缶
潰
し
大

会
、
そ
し
て
就
寝
。

　

標
高
２
５
０
０
ｍ
の
天
空
の
花
園
へ

　

朝
４
時
に
起
き
、
５
時
に
朝
食
。
白

米
と
み
そ
汁
が
美
味
し
い
。
自
炊
の

Ｉ
さ
ん
も
一
緒
に
食
堂
で
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
良
い
小
屋
だ
。
６
時
に
出

発
、
テ
ン
ト
場
を
越
え
針
葉
樹
の
森

を
下
る
。
ス
ゴ
乗
越
を
過
ぎ
、
ス
ゴ

ノ
頭
を
い
っ
た
ん
下
っ
て
か
ら
が
今

日
一
番
の
厳
し
い
急
な
登
り
だ
。
滑

り
や
す
く
、
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

か
ら
ず
皆
で
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
す
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
ガ
ス
の

中
、
雷
鳥
を
見
つ
け
た
が
、
す
ぐ
に

ハ
イ
マ
ツ
の
中
に
消
え
た
。
１１
時
頃

一
ノ
越
山
荘
に
着
く
と
辺
り
の
様
子

は
一
変
し
た
。
遠
足
の
子
供
た
ち
が

い
っ
ぱ
い
で
観
光
地
の
様
相
に
な
っ

て
き
た
。
室
堂
平
ま
で
の
道
は
広
い
石

畳
で
人
々
が
行
き
交
い
、
雪
渓
も
ま

だ
残
っ
て
い
た
。
み
く
り
が
池
温
泉

で
１３
時
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
し
た
。

室
堂
か
ら
美
女
平
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

富
山
地
方
鉄
道
等
を
乗
り
継
い
で
富

山
ま
で
行
き
、
駅
前
で
海
鮮
丼
や
地

酒
で
反
省
会
を
し
、
帰
途
に
つ
い
た
。

る
。
１０
時
過
ぎ
に
越
中
沢
岳
に
登
頂
。

し
ば
し
休
憩
。
今
日
最
後
の
ピ
ー
ク

鳶と
び

山や
ま

へ
の
途
中
、
黄
色
や
白
、
ピ
ン

ク
、
紫
色
の
見
事
な
高
山
植
物
に
出

会
う
！　

鳶
山
に
着
く
と
ガ
ス
が
晴

れ
五
色
ヶ
原
の
溶
岩
台
地
全
景
が
眼

下
に
現
れ
た
。
五
色
ヶ
原
山
荘
も
見

え
る
。
東
側
に
は
赤
牛
岳
や
黒
部
湖

も
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
コ
バ
イ
ケ

ソ
ウ
や
チ
ン
グ
ル
マ
、
ハ
ク
サ
ン
イ

チ
ゲ
の
大
群
生
の
中
、
整
備
さ
れ
た

木
道
を
ゆ
っ
く
り
と
写
真
を
撮
り
な

が
ら
五
色
ヶ
原
山
荘
に
向
か
う
。
１

時
過
ぎ
到
着
。
期
待
し
て
い
た
風
呂

は
な
い
が
、
部
屋
は
ゆ
っ
た
り
し
て
、

そ
こ
か
ら
雄
山
山
頂
も
見
え
た
。

　

急
峻
な
鬼
岳
と
雪
渓
を
超
え
て

　

昨
夜
の
天
気
予
報
に
よ
る
と
、
午

前
中
は
晴
れ
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

山
荘
を
５
時
５５
分
に
出
発
し
ザ
ラ
峠

を
過
ぎ
、
獅
子
岳
に
登
る
途
中
で
、

ガ
ス
が
立
ち
込
め
て
き
て
青
空
は
消

え
た
。
で
も
、
き
つ
い
登
り
を
過
ぎ
、

も
う
す
ぐ
頂
上
と
い
う
辺
り
で
ク
ロ

ユ
リ
が
い
く
つ
も
咲
い
て
い
て
嬉
し

く
な
っ
た
！

　

鬼
岳
は
東
側
を
巻
い
た
。
何
箇
所

か
大
き
な
雪
渓
が
残
っ
て
い
た
が
、

ア
イ
ゼ
ン
な
し
で
渡
れ
た
。
龍
王
岳

は
頂
上
こ
そ
踏
ま
な
か
っ
た
が
、
結

構
な
登
り
で
、
目
印
の
ペ
ン
キ
が
分

ハクサンイチゲの群生地

クロユリの花

折立

太郎山
（2373m）

薬師峠
薬師岳山荘

黒部川

赤牛岳

高天原山荘

薬師沢小屋

薬師岳
（2926m）

スゴ乗越小屋
スゴノ頭

鳶山
（2616m）

ザラ峠
獅子岳
龍王岳立山アルペンルート

至 立山

0 1 ㎞

一ノ越

立山室堂

五色ヶ原
山荘

太郎平小屋

有
峰
林
道

（
上
の
廊
下
）

2019 年 7 月 27 日～ 30 日
1 日目＝富山駅～折立登山口～太郎平小屋
2 日目＝太郎山～薬師峠～薬師岳～スゴ乗越小屋
3 日目＝スゴノ頭～鳶山～五色ケ原山荘
4 日目＝獅子岳～龍王岳～一ノ越山荘～室堂
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写
真
は
光
と
影
の
芸
術

Vol.4

写
真
・
文  

宮
本
宏
明

　

写
真
を
撮
る
と
き
に
光
を
う
ま
く

利
用
す
る
こ
と
で
、
写
真
の
仕
上
が
り

が
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。「
写

真
は
光
と
影
の
芸
術
」
と
も
い
わ
れ

斜
光
（
作
例
２
）

　

カ
メ
ラ
の
斜
め
後
ろ
に
太
陽
が
あ

る
状
態
で
す
。
被
写
体
に
適
度
な
影

が
で
き
、
立
体
感
の
あ
る
自
然
な
表

現
に
適
し
て
お
り
、
最
も
撮
影
し
や

す
い
条
件
で
す
。

ま
す
が
、
今
回
は
光
の
条
件
、
光
の

取
り
扱
い
方
に
よ
り
写
真
の
イ
メ
ー

ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
解
説

し
ま
す
。

　
光
の
方
向
に
よ
る
効
果

　

被
写
体
に
当
た
る
光
（
太
陽
）
の

位
置
（
図
１
）
に
よ
り
、
写
真
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
説
明
し
ま

す
。

順
光
（
作
例
１
）

　

カ
メ
ラ
の
真
後
ろ
に
太
陽
が
あ
る

状
態
で
す
。
影
が
で
き
な
い
た
め
立

体
感
が
乏
し
い
ベ
タ
ッ
と
し
た
印
象

に
な
り
ま
す
が
、
色
が
鮮
や
か
で
綺

麗
な
写
真
に
な
り
ま
す
。

サ
イ
ド
光
（
作
例
３
）

　

カ
メ
ラ
の
真
横
に
太
陽
が
あ
る
状

態
で
す
。
は
っ
き
り
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
つ
き
、
険
し
い
山
の
表
現
に
適
し

て
い
ま
す
。

半
逆
光
（
作
例
４
）

　

カ
メ
ラ
の
斜
め
前
に
太
陽
が
あ
る

図 1

作例 1　順光作例 2　斜光

作例 3　サイド光作例 4　半逆光
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状
態
で
す
。
影
の
部
分
が
多
く
な
り
、

明
暗
が
は
っ
き
り
し
た
シ
ン
プ
ル
な

表
現
に
な
り
ま
す
。
雪
面
、
雲
、
岩

の
表
面
の
質
感
描
写
に
適
し
て
い
ま

す
。

逆
光
（
作
例
５
）

　

カ
メ
ラ
の
正
面
に
太
陽
が
あ
る
状

態
で
す
。
シ
ン
プ
ル
で
力
強
い
表
現

に
な
り
ま
す
。
白
と
び
、
黒
つ
ぶ
れ

が
起
き
や
す
く
、
露
出
に
シ
ビ
ア
な

判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
（
作
例
６
）

　

太
陽
が
ほ
と
ん
ど
真
上
に
あ
る
状

態
で
す
。
サ
イ
ド
光
の
よ
う
に
大
き

な
影
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
物
や
小

石
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
地
面
に
影

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

【
作
例
８
】
半
逆
光
に
よ
り
影
と
な
っ

た
森
か
ら
主
役
の
木
が
浮
か
び
上
が

り
、
紅
葉
の
き
ら
め
き
を
表
現
で
き

を
落
と
し
て
い
る
た
め
、
順
光
よ
り

も
質
感
、
立
体
感
が
生
ま
れ
、
シ
ャ
ー

プ
な
印
象
の
写
真
に
な
り
ま
す
。

　

山
で
の
撮
影
で
は
ス
タ
ジ
オ
撮
影

の
よ
う
に
光
源
（
太
陽
）
を
移
動
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
分

が
移
動
し
た
り
被
写
体
を
選
ぶ
こ
と

に
よ
り
光
と
被
写
体
の
位
置
関
係
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
条
件
が

整
う
の
を
ひ
た
す
ら
待
つ
だ
け
で
な

く
、「
写
真
は
足
で
撮
る
」
と
い
う
心

が
け
が
大
切
で
す
。

　
様
々
な
光
を
生
か
す

【
作
例
７
】
雲
間
か
ら
の
光
と
影
に
よ

り
立
体
感
が
際
立
ち
、
山
の
奥
深
さ

ま
し
た
。

【
作
例
９
】
逆
光
に
よ
り
空
を
暗
く
落

と
し
、
樹
氷
の
輝
き
を
表
現
し
ま
し

た
。

作例 5　逆光

作例 6　トップライト

作例 7

作例 8

作例 9

最も手軽に登山を楽しめるのが夏山で
すが、思い描いたような晴天に終始することは
意外に少なく、日が高くなるにつれてガスが湧
き、午後はにわか雨や雷雨に見舞われることも
よくあります。そのような時は山小屋に到着し
てホッと一息。美味しい夕食の後はゆっくり寛
ぎたいところですが、外はまだ明るいです。夕
方から天気が回復することも多いので、ぜひ外
に出てみてください。夕日に輝く雲がダイナミッ
クに躍動する光景に出会えるかもしれません。
　日没を見届けると多くの登山者は小屋に入る
と思いますが、まだまだドラマは続きます。夕
焼けは日没の 15 分くらい後にクライマックスを
迎えます。
　日没前後の刻々と変化する自然の表情を、時
間の許す限り味わいたいものです。

8月 のワンポイント



　
「
魚
止
め
」
で
は
な
く
、「
魚
泊
り
の

滝
」。
笹
内
川
本
流
に
か
か
る
最
大
の

滝
だ
。
と
は
い
え
、
落
差
は
約
２５
ｍ
だ

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
ど
こ
か
品
が
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
水
源
は
白
神
岳
。
ブ
ナ
の
森
が

育
む
こ
の
上
な
い
水
な
の
だ
か
ら
。

　

車
を
降
り
て
す
ぐ
に
右
岸
へ
渡
り
、

壊
れ
た
道
路
を
登
る
。
最
高
峰
の
崩
壊

斜
面
が
現
れ
た
ら
、
そ
れ
が
三
ツ
目
沢
。

大
き
な
岩
の
堆
積
地
を
下
り
、
本
流
へ

降
り
る
。
な
だ
ら
か
な
流
れ
を
進
む
こ

と
２０
分
で
右
岸
か
ら
四
ツ
目
沢
が
合
流

す
る
。
こ
こ
か
ら
右
岸
は
世
界
自
然
遺

産
地
域
と
な
り
、
さ
ら
に
上
流
へ
ほ
ん

の
数
分
、
左
岸
か
ら
双そ

う
く
ら
ざ
わ

暗
沢
が
合
わ
さ

れ
ば
、
そ
の
先
は
完
全
な
遺
産
地
域
と

な
る
。
穏
や
か
だ
っ
た
は
ず
の
流
れ
は

こ
の
先
か
ら
表
情
を
変
え
る
。
両
岸
は

切
れ
落
ち
、
川
幅
が
一
気
に
狭
ま
る
。

雪
の
多
い
年
に
は
８
月
末
ま
で
ス
ノ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
が
残
る
こ
と
も

あ
る
。
左
岸
が
す
っ
ぱ
り

と
切
れ
落
ち
、
一
枚
岩
の

壁
と
な
れ
ば
、
魚
泊
り
の

滝
は
す
ぐ
そ
こ
。
正
面
か
ら
合
流
す
る

の
は
支
流
の
滝
ノ
沢
。
流
れ
に
導
か
れ

て
左
に
進
め
ば
目
的
の
滝
だ
。　
　

　

写
真
は
８
月
の
も
の
。
滝
の
落
ち
口

に
陽
が
当
た
る
こ
と
は
あ
る
が
、
全
体

に
光
が
差
す
こ
と
は
な
い
。
完
全
に
北

を
向
き
、
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
す
。

　

何
度
こ
の
滝
の
前
に
立
っ
た
だ
ろ

う
。
白
神
岳
へ
登
る
た
め
、
マ
イ
タ
ケ

を
採
る
た
め
、
美
し
い
黄
葉
が
広
が
る

滝
の
上
の
台
地
を
撮
る
た
め
。
私
が
今

ま
で
一
番
多
く
歩
い
た
場
所
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
何
を
す
る
に
も
、

ど
こ
を
目
指
す
に
も
、
こ
の
滝
は
通
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
学
路
の
よ
う
な

も
の
。
こ
れ
か
ら
も
長
い
付
き
合
い
が

続
く
。

│第 48 回│

魚泊りの滝
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表紙写真：宮本宏明

「盛夏の北岳」　
北岳稜線は日本最高所の縦走路。高山植物も豊富で、沢山
の花を愛でながら爽快な縦走を楽しむことができる。中白
峰山で朝の撮影を終えて北岳山荘へ向かう途中、足元の可
憐なタカネツメクサがそよ風に震えていた。

01　連載　中国の青いケシ探訪記
02　北アルプス縦走
　　　折立・雲ノ平から水晶岳・烏帽子岳・船窪岳をへて蓮華岳・扇沢へ

　　　折立から太郎山〜五色ヶ原〜室堂へ

06　連載　山を楽しむ写真講座
08　連載　白神便り
10　ふみあと
11　連載　子づれ山さんぽ
12　北アルプス縦走　北アルプス・裏銀座を行く
14　全国機関誌会議の開催報告について
16　大阪府連、1998-2020 年の事故事例を分析  後編
20　連載　「山の本」から見えてくる登山（クライミング）の歴史
22　連載　アドベンチャー・トラベル 
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　ネパール温泉紀行
27　ブックエンド

28　専門委員会活動報告
31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　インタビュー  ひと　村田浩一さん

34　連載　地図読み迷人

36　連載　会・クラブ紹介

38　ミニガイド  臥牛山（岡山）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　オススメ山道具

松永秀和

堀井栄治

五十嵐和子

宮本宏明

原田勇成

武井真理

大路富美子

 

中川和道

田上千俊

大蔵喜福

野尻英一

       石原裕一郎

 

村松孝一

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

山岳同人・五色の峰

盛重忠行

石井光造

笹原芳樹
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安全を重視した登山計画で
山歩きを楽しもう

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

昨
年
の
山
岳
遭
難
の
発
生
状

況
を
警
察
庁
が
発
表
し
た
（
６

月
１７
日
）。
発
生
件
数
２
２
９

４
件
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
３

７
件
）、
遭
難
者
２
６
９
７
人

（
同
２
４
０
人
）、
う
ち
死
亡
・

行
方
不
明
者
２
７
８
人
（
同
２１

人
）
だ
っ
た
。
過
去
１０
年
間
の

遭
難
発
生
状
況
は
増
加
基
調

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
昨

年
か
ら
２
年
連
続
減
少
し
た
。

　

年
齢
別
の
遭
難
者
の
状
況
を

み
る
と
、
７０
歳
代
が
全
体
の

２３
・
６
％
、
６０
代
が
１８
・
９
％
、

５０
代
が
１６
・
５
％
で
、
５０
～
７０

代
が
約
６０
％
を
占
め
て
い
る
。

年
齢
別
の
死
亡
・
行
方
不
明
者

は
、
７０
代
が
４３
・
５
％
、
６０
代

が
２４
・
８
％
、
８０
代
が
１３
・
３
％

で
、
６０
～
８０
代
で
約
７３
％
を
占

め
て
い
る
。

　

高
年
齢
者
の
遭
難
対
策
と
し

て
、「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
山

域
だ
か
ら
大
丈
夫
」で
は
な
く
、

登
山
者
の
体
力
に
合
っ
た
山

域
・
登
山
計
画
を
た
て
る
こ
と

だ
。
ま
た
、
単
独
登
山
者
の
遭

難
者
が
非
常
に
多
い
。
遭
難
者

は
１
０
８
６
名
で
全
体
の
４０
・

３
％
、
死
亡
・
行
方
不
明
者
は

１
７
２
名
で
約
６２
％
を
占
め
て

い
る
。
単
独
登
山
者
の
場
合
、

重
大
事
故
を
起
こ
し
て
も
、
助

け
て
く
れ
る
人
、
救
助
要
請
し

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
場
合
が

多
く
、
重
大
事
故
に
な
る
こ
と

か
ら
、
単
独
登
山
を
避
け
る
こ

と
。
昨
年
１０
月
、
長
野
県
警
が

「
登
山
の
行
方
不
明
者
」
８
人

（
労
山
会
員
も
含
む
）
を
発
表

し
た
が
、
全
て
単
独
登
山
者
で

あ
る
。

　

今
年
の
大
型
連
休
中
（
４
月

２９
日
～
５
月
９
日
）
の
山
岳
遭

難
（
警
察
庁
発
表
）
は
１
５

７
件
、
遭
難
者
１
９
１
名
、
死

亡
・
行
方
不
明
者
２９
名
、
負
傷

者
５４
名
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
遭

難
・
救
助
に
、
警
察
の
救
助
隊

員
等
延
べ
１
１
５
０
人
が
投
入

さ
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
４８
回

出
動
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
登
山
は
、

安
全
登
山
に
注
力
し
、
医
療
従

事
者
等
に
負
担
を
か
け
な
い
努

力
を
重
視
し
、
山
歩
き
を
楽
し

む
こ
と
で
あ
る
。
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購 入 当 時 4 歳 3 ヶ 月、購 入 当 時 4 歳 3 ヶ 月、
身長101㎝。まだちょっ身長101㎝。まだちょっ
と大きいです。遠足のと大きいです。遠足の
ときは、お弁当や水筒ときは、お弁当や水筒
を背負い、自分で歩きを背負い、自分で歩き
ました。ました。

6 歳目前、身長 112 ㎝。6 歳目前、身長 112 ㎝。
あっという間に、ちょあっという間に、ちょ
うどよいサイズに！うどよいサイズに！

カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.49番外編 グッズ紹介　登園にも使える編②

ノースフェイス「スモールデイ」￥8,250（税込）￥8,250（税込）

　未就学児～小学校低学年くらいまでを対象とした、デイ
パック。容量 15L。この年齢のこどもの、山さんぽのみなら
ず、登園、旅行、帰省などにも使えます。
　このサイズ以外にも、ノースフェイスでは、こどもの年齢
に応じた、幅広いサイズのデイパックを出しています。これ
より小さい容量も大きい容量のものもあり、成長、用途に応
じて選ぶことができます。
　小さいけれど、つくりは本格派。仕切りや各種ポケットも
充実、チェストベルトにはホイッスル付き、ウエストベルト
は使わないときは収納できたり…こどもの ID 情報を入れて
置けるスペースも。
　通っている保育園では、園指定の登園鞄はなく、年少（3
～ 4 歳）クラスになると、「保育園で使うもの（タオルやコッ
プ等）を、肩掛けバッグかリュックに入れて、こども自身で
持ってくるように。サイズは、年長の遠足などでも使うので、
大きめサイズを」との指示がありました。また、秋には初め
ての遠足があったので、そのタイミングで購入しました。
　年少になるまでの登園では、保育園で使うものは、親が全
部持ち、こどもはカラ身でしたが、4 歳ともなると、荷物を
自分で背負って歩けるようになり、自分で準備もできるよう
になっていきました。小さくとも、こういう力が備わってい
るのだなと思いました。

毎日の登園では、これぐ毎日の登園では、これぐ
らいの荷物を自分で背負らいの荷物を自分で背負
います。手拭きタオル、います。手拭きタオル、
口拭きタオル、コップ、口拭きタオル、コップ、
着替えなど。着替えなど。

うちにあるのは 2019 年秋冬うちにあるのは 2019 年秋冬
モデル。白地にくまさん柄。モデル。白地にくまさん柄。
色柄は、毎シーズン変わって色柄は、毎シーズン変わって
しまうので、好みのものを見しまうので、好みのものを見
つけたら買いです。出産祝い、つけたら買いです。出産祝い、
お誕生祝いなどにも！お誕生祝いなどにも！

こどもサイズのデイバック
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夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

北
ア
ル
プ
ス
・
裏
銀
座
を
行
く 大路富美子　西淀川勤労者山岳会／大阪

　

１
日
で
標
高
差
１
６
０
０
ｍ
！

　

高
瀬
ダ
ム
か
ら
野
口
五
郎
岳

　

５
：
３０
に
七
倉
山
荘
前
よ
り
タ
ク

シ
ー
で
高
瀬
ダ
ム
へ
向
か
っ
た
。
登

山
口
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
三
大
急
登
の

一
つ
で
あ
る
ブ
ナ
立
尾
根
を
ひ
た
す

ら
登
る
。
立
札
１２
番
か
ら
始
ま
り
、

０
番
の
烏
帽
子
小
屋
ま
で
続
く
。

　

登
山
口
は
標
高
１
３
３
０
ｍ
、
こ

れ
か
ら
目
指
す
野
口
五
郎
岳
が
２
９

２
４
ｍ
。
標
高
差
１
６
０
０
ｍ
を
一

気
に
登
る
こ
と
に
な
る
。

　

ブ
ナ
立
尾
根
で
は
途
中
ガ

ス
っ
て
眺
望
は
な
か
っ
た
が
、

登
る
に
つ
れ
高
山
植
物
も
現

れ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
も
き
れ

い
だ
。
１０
時
過
ぎ
に
烏
帽
子
小

屋
に
到
着
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
池
を
過
ぎ
、

三
ツ
岳
へ
の
登
り
は
白
砂
の

登
山
道
で
、
コ
マ
ク
サ
が
点
在

し
て
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
に
コ
マ
ク
サ
を
見
た
の
は

初
め
て
だ
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親

子
づ
れ
に
も
出
会
え
た
。

　

三
ツ
岳
を
巻
い
て
、
細
か
い

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
て
稜
線

を
進
む
。
西
側
に
は
赤
牛
岳
が
ど
っ

し
り
と
構
え
て
い
る
。
そ
の
向
こ
う

に
水
晶
岳
が
ガ
ス
に
見
え
隠
れ
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
野
口
五
郎
小
屋
は
遠
い
。

い
く
つ
ピ
ー
ク
を
越
し
て
も
小
屋
は

見
え
て
こ
な
い
。
や
っ
と
青
い
屋
根

が
見
え
た
と
き
は
ホ
ッ
と
し
た
。

　

夜
半
は
激
し
い
風
雨
で
眠
れ
な

か
っ
た
。
台
風
が
こ
ち
ら
へ
と
向
か
っ

て
い
る
ら
し
い
。
翌
朝
、
水
晶
岳
を白砂に映えるコマクサ（三ツ岳への登り）

ヒナを連れたライチョウに出会う（三ツ岳への登り）

北アルプス縦走
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あ
き
ら
め
て
来
た
道
を
下
山
し
た
。

　

前
週
の
リ
ベ
ン
ジ
で
水
晶
岳
へ

　

百
名
山
も
達
成

　

翌
週
、
新
穂
高
温
泉
か
ら
北
ア
ル

プ
ス
の
へ
そ
・
水
晶
岳
を
目
指
す
。

前
週
の
リ
ベ
ン
ジ
だ
。

　

ワ
サ
ビ
平
に
前
泊

し
た
翌
朝
５
時
前
に

出
発
し
、
水
流
の
豊

富
な
沢
や
涸
沢
を
い

く
つ
か
越
え
な
が
ら

登
っ
て
い
く
と
、
鏡

平
小
屋
に
到
着
。
ガ

ス
っ
て
い
て
「
逆
さ

槍
」
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

双
六
小
屋
で
少
し

休
み
、
今
日
の
宿
で

あ
る
三
俣
山
荘
を
め

ざ
す
。
今
回
は
双
六

岳
、
三
俣
蓮
華
岳
は

巻
き
、
見
事
な
お
花

畑
が
広
が
る
中
を
ひ

た
す
ら
進
ん
だ
。
三

俣
山
荘
は
平
日
だ
と

い
う
の
に
２
畳
に
３
人
の
混
み
よ
う

だ
っ
た
。

　

翌
日
、
５
時
前
に
出
発
。
こ
れ
で

も
か
と
い
う
ほ
ど
沢
を
下
り
、
黒
部

川
水
源
地
標
を
経
て
、
急
坂
を
登
っ

て
岩
苔
乗
越
へ
。
こ
こ
か
ら
は
緩
や

か
な
登
り
に
な
る
が
、
水
晶
岳
は
ま

だ
遠
い
。
水
晶
小
屋
少
し
手
前
の
稜

線
に
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
が
咲
い
て

い
た
。
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
は
、
チ

ン
グ
ル
マ
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
葉

が
違
う
。

　

水
晶
小
屋
に
荷
物
を
デ
ポ
し
、
眺

望
を
楽
し
み
な
が
ら
稜
線
を
行
く
。

ハ
シ
ゴ
を
越
え
て
か
ら
は
岩
場
に
な

り
、
つ
い
に
山
頂
へ
。
狭
い
が
、
黒

部
五
郎
岳
、
鷲
羽
岳
、
槍
ヶ
岳
、
笠
ヶ

岳
な
ど
の
北
ア
ル
プ
ス
の
そ
う
そ
う

た
る
山
々
が
見
渡
せ
た
。

　

ち
な
み
に
、
水
晶
岳
が
百
名
山
の

１
０
０
座
目
に
な
り
、
思
い
出
深
い

山
行
に
な
っ
た
。

① 2019 年 7 月 26 日～ 27 日
　1 日目＝七倉山荘泊
　2 日目＝ 5：45 高瀬ダム～ 6：02 烏帽子岳登山口～ 10：07 烏帽子小屋～

11：43 三ツ岳～ 14：11 野口五郎小屋～野口五郎岳
　3 日目＝ 5：10 野口五郎小屋～ 8：40 烏帽子小屋～ 11：47 高瀬ダム
② 7 月 30 日～ 8 月 2 日　　
　1 日目＝ワサビ平小屋泊
　2 日目＝ 4：46 ワサビ平小屋～ 8：12 鏡平小屋～ 10：51 双六小屋～ 14：

01 三俣山荘
　3 日目＝ 4：41 三俣山荘～ 6：46 岩苔乗越～ 8：44 水晶岳山頂～ 12：29

三俣山荘～ 16：12 双六小屋
　4 日目＝ 4：51 双六小屋～ 6：48 鏡平小屋～ 9：34 ワサビ平小屋～ 11：00

新穂高温泉
パーティ＝大路富美子、大路隆之

水晶岳山頂にて

水晶小屋付近からの水晶岳
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全
国
機
関
誌
会
議
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　今年 2 月の評議会で、機関誌「登山時報」について「一般会計からの資金投
入と紙面改革」について、早急に検討することが決定された。そして、登山時
報発行の諸問題を検討する「機関誌検討委員会の発足」と、全国から意見を聞
く場として「全国機関誌会議を開催」することになった。
　これを受けて、全国機関誌会議
を 6 月 20 日（日）午前 10 時から
午後 3 時まで会場（全国連盟事務
所）とオンラインの併用で開催、
会場 14 名、オンライン 19 名の合
計 33 名で討議し、今後さらに検討
を深めていくことになった。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
山
行
活
動
の

低
迷
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
３
０
０
０

部
の
回
復
は
お
ろ
か
、
逆
に
減
少
傾
向

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
理
由
は

第
一
に
会
員
の
減
少
、
特
に
購
読
し

て
い
た
会
員
が
高
齢
化
で
退
会
し
て

い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２
番
目

に
は
、
山
行
活
動
の
低
迷
と
会
・
ク

ラ
ブ
で
集
会
が
行
わ
れ
ず
に
、
購
読

推
進
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
有
料
購
読
者
は
２
３
０
０
名
弱

で
、
購
読
者
は
会
員
数
の
約
１３
％
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

地
方
連
盟
か
ら
の
発
言

　

ニ
ュ
ー
ス
・
会
報
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
・

　

メ
ー
ル
配
信
が
主
流
に

　

機
関
誌
会
議
開
催
の
背
景

　

２
０
１
５
年
第
３１
回
総
会
で
出
さ

れ
た
「
労
山
組
織
基
本
問
題
調
査
会

報
告
」
の
答
申
に
そ
っ
て
、
全
国
理

事
会
は
「
購
読
率
２５
％
、
購
読
部
数

５
千
部
」
を
目
標
に
掲
げ
て
活
動
を
進

め
て
き
た
が
、
２
０
２
０
年
は
著
し
く

減
少
し
た
。
２
０
１
６
年
２
月
号
は

２
７
８
１
部
、
２
０
１
８
年
２
月
号

２
８
９
３
部
だ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年

１０
月
号
は
２
３
７
３
部
と
な
り
、
こ

の
４
年
間
で
約
４
３
０
部
の
減
少
（
約

１
５
０
万
円
の
減
額
）
を
も
た
ら
し

た
。
２
０
１
５
年
一
般
会
計
か
ら
機

関
誌
会
計
へ
の
投
入
額
は
１
２
０
万

円
だ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
で
は

３
０
０
万
円
と
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

　

機
関
誌
会
議
は
冒
頭
、
今
野
メ
デ
ィ

ア
局
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
浦
添
理

事
長
か
ら
「
全
国
機
関
誌
会
議
へ
の

理
事
会
報
告
」
が
な
さ
れ
た
後
、
地

方
連
盟
か
ら
の
参
加
者
ひ
と
り
一
人

に
意
見
を
聞
い
て
ま
わ
っ
た
。

　

道
央
・
早
坂
さ
ん
は
、
道
央
連
盟

の
ニ
ュ
ー
ス
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
配
信
し
て

い
る
が
、
会
員
の
半
分
は
紙
で
の
配

布
を
希
望
し
て
い
る
と
話
し
た
。
こ
の

よ
う
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
配
信
普
及
に
つ
い
て
、

長
野
県
、
岐
阜
県
、
兵
庫
県
、
香
川
県
、

岡
山
県
、
京
都
府
な
ど
か
ら
実
情
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

千
葉
・
野
田
さ
ん
は
、
登
山
時
報
・

労
山
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

の
3
媒
体
を
登
山
時
報
に
ま
と
め
る
。

そ
し
て
、
機
関
誌
な
ら
全
員
配
付
に

す
べ
き
だ
と
話
し
た
。
同
じ
意
見
は

宮
城
・
赤
間
さ
ん
か
ら
も
出
さ
れ
た
。

　

岐
阜
・
長
沢
さ
ん
は
、
登
山
時
報

は
機
関
誌
な
の
で
全
員
配
付
が
基
本

だ
が
、
１
ペ
ー
ジ
も
目
を
通
さ
な
い

人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
ど
う
や
っ
た

ら
読
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
と
い
う

課
題
を
挙
げ
た
。

　

奈
良
・
水
田
さ
ん
は
、
機
関
誌
は

Zoom による会議も当たり前になった
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会
運
営
に
携
わ
る
人
に
と
っ
て
は
有

益
だ
が
、
そ
れ
は
一
部
の
人
に
限
ら

れ
る
。
全
員
配
付
し
た
か
ら
と
い
っ
て

全
員
に
読
ん
で
も
ら
う
の
は
難
し
く
、

読
み
物
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
る

の
で
、
内
容
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
全
員
集
ま
る
機
会

が
な
い
の
で
、
登
山
時
報
を
会
員
に

届
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
話

し
た
。

　

兵
庫
・
蟹
沢
さ
ん
は
、
登
山
時
報

の
内
容
は
素
晴
ら
し
い
が
、
若
い
人

や
新
入
会
員
は
組
織
を
嫌
う
傾
向
に

あ
り
、
山
に
の
み
関
心
が
あ
る
と
発

言
し
た
。

　

京
都
・
西
村
さ
ん
は
、
所
属
会
な

ど
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
機
関
誌
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
配
信
が
普
通
に
な
っ
た
こ
と
を
、

福
島
・
村
松
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
全
員
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
紙
媒
体
が
よ
い
と
話
し
た
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
配
信
を
す
る
と
購
読
者
が

減
少
す
る
が
、
一
定
の
品
質
を
保
つ

た
め
に
は
製
作
・
人
件
費
は
必
要
経

費
だ
。
経
費
に
つ
い
て
、
印
刷
・
配

送
費
用
と
製
作
・
人
件
費
と
は
分
け

て
検
討
す
べ
き
で
、「
経
費
節
減
」
が

主
目
的
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
配
信
を
行
う
と
う

ま
く
い
か
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
（
高
知
・
中
田
さ
ん
）。

　

岡
山
・
谷
川
さ
ん
は
、
登
山
時
報

の
形
態
に
つ
い
て
、
紙
媒
体
は
２０
ペ
ー

ジ
の
白
黒
版
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
配
信
は
カ
ラ
ー

版
と
し
て
両
方
を
製
作
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
の
印
刷
は
各
会
に
一
任
し
て
も
い

い
と
い
う
案
を
述
べ
た
。

　

広
島
・
香
川
さ
ん
は
、
紙
と
Ｐ
Ｄ

Ｆ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
、
県
連
理
事
は
登
山

時
報
に
対
す
る
意
識
は
あ
ま
り
高
く

な
い
し
、
内
容
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
親
し
み
に
欠
け
る
と
話
し
た
。

　

香
川
・
市
原
さ
ん
は
、
登
山
時
報

を
機
関
誌
と
位
置
づ
け
て
い
る
な
ら

組
織
的
な
内
容
を
扱
っ
て
い
る
ペ
ー

ジ
は
少
な
い
し
、
読
み
物
と
し
て
捉

え
て
も
完
成
度
が
な
い
の
で
、
会
員

は
登
山
時
報
が
機
関
誌
と
い
う
認
識

は
な
い
だ
ろ
う
と
話
し
た
。

　

宮
城
・
赤
間
さ
ん
は
、
登
山
時
報

は
立
派
な
雑
誌
だ
が
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

も
そ
こ
ま
で
意
識
・
関
心
も
な
い
の

で
見
な
い
だ
ろ
う
と
話
し
た
。

　

香
川
・
前
田
さ
ん
は
、
香
川
県
連

は
登
山
時
報
の
購
読
率
が
３０
％
と
高

い
の
は
、
新
入
会
員
へ
の
働
き
か
け

を
行
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
義
理
で

も
と
購
読
を
お
願
い
し
て
い
る
。
取

り
組
み
を
緩
め
る
と
、
す
ぐ
に
購
読

率
は
下
が
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
た
。

　

静
岡
・
竹
本
さ
ん
は
、
登
山
時
報

は
会
に
よ
っ
て
全
員
購
読
と
自
由
購

読
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
読
ん
で
い

る
人
は
労
山
行
事
へ
の
関
心
が
高
い

よ
う
だ
と
話
し
た
。

　

討
議
の
ま
と
め

　

参
加
者
か
ら
５０
回
の
発
言
が
あ
り

そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
一
番
多

か
っ
た
の
は
、
登
山
時
報
・
労
山

ニ
ュ
ー
ス
・
全
国
連
盟
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
の
３
つ
の
媒
体
を
統
合
し
て
ほ
し

い
と
い
う
発
言
だ
。
２
点
目
は
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
配
信
を
促
進
し
て
ほ
し
い
こ
と
。

３
点
目
は
、
印
刷
・
配
送
費
用
を
節
減

す
る
こ
と
で
発
行
の
経
費
を
か
な
り

圧
縮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
。
４
点
目
は
、
機
関
誌
だ
か
ら

登
山
時
報
は
無
料
配
布
に
す
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

登
山
時
報
は
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
全
部
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
閲
覧
で
き
る
（
３
カ
月

遅
れ
で
公
開
し
て
い
る
の
は
有
料
購
読
者
と
の
差

別
化
の
た
め
）。
ま
た
、
労
山
ニ
ュ
ー
ス
も
１
号

か
ら
最
新
号
ま
で
同
じ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｄ

Ｆ
公
開
し
て
い
る
。

　

今
後
の
流
れ

　

機
関
誌
の
あ
り
方
と
し
て
、
電
子

媒
体
と
紙
媒
体
、
発
行
回
数
、
有
償

化
と
無
償
化
の
是
非
な
ど
の
諸
問
題

を
「
機
関
誌
検
討
委
員
会
」
で
検
討

し
て
、
具
体
的
な
方
針
を
来
年
の
総

会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
検

討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
全
国

理
事
に
加
え
て
地
方
連
盟
か
ら
香
川
・

市
原
さ
ん
、
長
野
・
古
川
さ
ん
、
奈
良
・

水
田
さ
ん
、
岡
山
・
谷
川
さ
ん
が
参

加
し
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

機
関
誌
検
討
委
員
会
に
参
加
し
て
も
い

い
と
い
う
読
者
の
方
は
、
日
本
勤
労
者

山
岳
連
盟
（
電
話
：
０
３
─

３
２
６
０

─

６
３
３
１ 

ま
た
は 

メ
ー
ル
：jw

af@
jw

af.jp

）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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後編

中川和道　大阪府勤労者山岳連盟 事故事例編さん委員長

　

８
．
事
故
の
発
生
時
刻

　

登
山
道
下
山
中
の
事
故
が
多
く
発

生
し
、
主
に
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
仲
間

た
ち
が
そ
の
事
故
に
遭
っ
て
い
る
こ

と
を
前
号
で
述
べ
た
。

　

前
号
図
４
の
登
山
道
下
山
中
の
事

故
５７
件
の
発
生
時
刻
を
図
６
に
示
す
。

図
６
に
お
い
て
８
時
、
９
時
な
ど
の

事
故
は
、
朝
か
ら
下
山
を
は
じ
め
て

間
も
な
く
発
生
し
た
事
故
と
思
わ
れ

る
。
図
６
で
顕
著
な
の
は
１４
時
（
定

義
は
１３
：
３０
─
１４
：
３０
）、
１５
時
に
見

ら
れ
る
極
大
で
、
下
山
時
の
事
故
の

多
さ
を
如
実
に
物
語
る
。

　

青
山
千
彰
先
生
に
よ
る
先
行
研
究

[

文
献
１]

で
は
、「
１
日
の
予
定
コ
ー

ス
に
お
け
る
事
故
発
生
過
程
」
を
調

べ
、
１
２
７
件
の
回
答
中
４３
件
が
１

日
行
程
の
後
半
３
／
４
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
事
故
を
起
こ
し
た
と
の
報
告
で

あ
っ
た
。
久
保
田
賢
次
氏
の
研
究
［
文

献
２
］
で
も
同
様
の
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。
本
書
で
の
分
析
は
、
文
献
１
、

文
献
２
の
視
点
と
は
異
な
る
も
の
の
、

互
い
に
補
完
し
あ
い
強
い
関
連
を
示

す
有
意
義
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

９
． 

ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
事
故

　

本
号
で
は
、
次
に
、
前
号
図
２
の

事
故
全
体
１
９
５
件
の
う
ち
８０
件
を

占
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
仲
間
の
事

故
を
色
々
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
（
本

書
Ｐ
４５
）。

　

こ
こ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
定
義
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
、縦
走
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
無
雪
）
の
合
計

で
あ
る
。
ま
ず
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
は
、

日
帰
り
、
手
を
使
う
の
は
限
ら
れ
た

場
所
で
の
み
、
軽
登
山
靴
で
十
分
、

ほ
と
ん
ど
が
無
雪
期
、
と
の
特
徴
を

も
と
に
分
類
し
た
。
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト

と
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
よ
り
も
う
少
し

登
山
の
要
素
を
高
め
た
も
の
で
、
ピ
ー

ク
ひ
と
つ
を
目
標
と
す
る
。
往
路
と

復
路
が
同
じ
も
の
や
異
な
る
も
の
が

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
で
あ
る

が
、
小
屋
泊
ま
り
も
あ
り
、
無
雪
期

を
前
提
と
し
て
分
類
し
た
。
縦
走
（
無

雪
）
と
は
、
ピ
ー
ク
と
ピ
ー
ク
を
結
ん

で
行
わ
れ
る
登
山
で
、
夏
だ
け
で
な

く
冬
季
で
あ
っ
て
も
雪
が
な
く
凍
結

図６　登山道下山中の事故 57 件の発生時刻
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し
て
い
な
い
登
山
道
を
た
ど
る
場
合

も
含
ん
だ
の
で
「
無
雪
期
」
と
せ
ず

こ
こ
で
は
「
無
雪
」
と
し
て
集
計
し

た
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
い
う
ス
ク
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
や
岩

登
り
を
意
味
す
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、
道
の
な
い

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
ル
ー
ト
や
ヤ
ブ
山

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
。

　

10
． 

登
山
道
下
山
中
が
51
％

　

ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
事
故
が
起
き
た

場
所
を
分
類
し
た
結
果
を
図
７
に
示

す
。

　

事
故
一
報
の
も
と
の
文
章
か
ら
読

み
取
る
と
、
図
の
よ
う
に
、
登
山
道

下
山
中
４１
件
、
上
り
１０
件
、
下
り
７

件
、
登
山
道
と
の
み
記
載
の
た
め
上

り
か
下
り
か
下
山
中
か
が
判
別
で
き

な
い
も
の
他
が
１６
件
で
、
登
山
道
の

事
故
合
計
は
４１
＋
７
＋
１０
＋
１６
＝
７４

件
（
９３
％
）
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
「
上

り
」
と
は
重
力
に
逆
ら
っ
て
上
方
に

体
を
移
動
さ
せ
る
動
作
の
途
中
で
事

故
に
遭
っ
た
こ
と
を
示
す
。「
登
り
」

の
言
葉
に
は
「
入
山
中
」
が
含
ま
れ
、

入
山
中
の
経
路
に
あ
る「
上
り
」と「
下

り
」
が
う
ま
く
区
別
で
き
な
い
の
で

は
と
考
え
て
分
類
を
試
み
た
。
も
と

の
文
章
が
数
行
と
短
い
こ
と
も
あ
っ

て
こ
の
分
類
が
有
意
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
の
検
証
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

可
能
な
限
り
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

最
後
の
項
目
１６
件
２０
％
の
中
に
は

登
山
道
下
山
中
も
混
じ
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
登
山
道
下
山
中
は
４１
件
よ
り

多
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

図
７
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
明

白
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
事
故
の
９３
％

が
登
山
道
で
起
き
て
い
る
。
と
く
に

登
山
道
下
山
中
の
事
故
が
５１
％
を
占

め
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
事
故
を
減

ら
す
に
は
、
こ
の
登
山
道
で
の
事
故

が
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
起
き
、
ど
ん

な
傷
病
に
結
び
つ
い
た
か
を
調
べ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

11
． 

事
故
の
態
様
と
傷
病

　

そ
こ
で
、
登
山
道
で
の
事
故
８０
件

の
態
様
と
傷
病
を
調
べ
た
。
前
号
の

［
注
２
］
で
も
述
べ
た
が
、
態
様
１
は

き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
象
、
態
様
２

は
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

事
象
、
傷
病
は
態
様
１
態
様
２
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
最
終
結
果
で
あ
る
。

　

ま
ず
足
が
ス
リ
ッ
プ
し
、
思
わ
ず

手
を
つ
い
た
ら
そ
の
手
が
骨
折
し
て

手
首
骨
折
と
い
う
傷
病
に
至
っ
た
な

ら
ば
、「
態
様
１
＝
足
の
ス
リ
ッ
プ
」

→
「
態
様
２
＝
手
を
つ
く
」
→
「
傷

病
＝
手
の
骨
折
」
と
記
載
す
る
。
き
っ

か
け
は
「
態
様
１
＝
足
の
ス
リ
ッ
プ
」

で
あ
っ
て
も
、「
態
様
２
＝
そ
の
足
で

ふ
ん
ば
っ
た
が
、
そ
の
足
を
ひ
ね
っ

た
」、「
傷
病
＝
足
の
骨
折
」
と
い
う

事
例
も
あ
る
。
事
故
番
号
２
０
１
６
─

１２（
本
書
Ｐ
６３
）の
よ
う
に
、両
足
ひ
っ

か
か
り
→
転
倒
→
続
い
て
滑
落
→
転

落
と
４
つ
の
事
象
が
連
続
し
、
後
頭
部

裂
創
等
に
至
り
な
が
ら
も
生
還
さ
れ

た
事
例
も
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
で
は

態
様
４
ま
で
必
要
だ
が
、
本
書
で
は
、

愛
知
労
山
の
先
例
［
文
献
３
］
に
倣
っ

て
態
様
２
ま
で
に
と
ど
め
て
み
た
。

　

以
下
、
図
８
、９
、
１０
を
用
い
て
説

明
す
る
。
図
８
は
、
態
様
１
の
分
類

図７　ハイキング・ピークハント・縦走（無雪）・バリエーショ
ン（無雪）の事故が起きた場所
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を
示
す
。
ス
リ
ッ
プ
か
ら
右
回
り
に

落
石
ま
で
の
５
項
目
が
身
体
に
加
わ

る
外
力
に
よ
る
事
故
の
き
っ
か
け
で

あ
る
。「
ス
リ
ッ
プ
」
に
始
ま
る
事
故

が
１７
件
２１
％
と
目
立
つ
。
生
デ
ー
タ

で
は
「
転
倒
」「
滑
落
」
と
書
か
れ
て

い
て
、
い
き
な
り
転
倒
や
滑
落
な
の

か
、
ま
ず
ス
リ
ッ
プ
か
ら
転
倒
や
滑

落
に
至
っ
た
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
も
の
も
多
い
。

　

転
倒
や
滑
落
の
前
に
ス
リ
ッ
プ
が

含
ま
れ
る
も
の
は
ス
リ
ッ
プ
１７
件
に

加
え
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
、
ス
リ
ッ

プ
１７
件
は
も
っ
と
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
ス
リ
ッ

プ
を
減
ら
す
方
策
の
検
討
が
有
用
で

あ
る
こ
と
が
図
８
か
ら
分
か
る
。

　

態
様
１
と
そ
れ
に
引
き
続
く
態
様

２
を
ま
と
め
た
図
９
を
み
る
と
、
ス

リ
ッ
プ
・
踏
抜
く
・
つ
ま
ず
く
・
足
ひ
っ

か
け
の
あ
と
、
多
く
の
仲
間
が
「
ふ

ん
ば
る
」「
手
を
つ
く
」「
立
て
直
そ

う
と
す
る
」
な
ど
の
行
動
を
と
っ
て

い
て
こ
れ
が
骨
折
に
結
び
つ
い
て
い

る
（
図
１０
）。
こ
の
傾
向
は
青
山
千
彰

先
生
の
先
行
研
究[

文
献
１]

に
も
既

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

図
１０
に
示
す
よ
う
に
、
ハ
イ
キ
ン

グ
系
で
も
死
亡
事
故
が
２
件
お
き
て

し
ま
っ
た
。
図
８
、９
、
１０
で
注
目
す

べ
き
は
、
死
亡
事
故
に
発
展
し
や
す

い
「
墜
落
」
や
「
転
落
」
に
い
た
っ

て
し
ま
う
例
は
ハ
イ
キ
ン
グ
系
で
は

少
な
い
。
ハ
イ
キ
ン
グ
系
で
は
「
転

倒
」
が
主
要
な
態
様
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
転
落
や
墜
落
ま
で
に
は

い
た
ら
ず
転
倒
に
と
ど
め
て
は
い
る

も
の
の
、
骨
折
が
４１
件
５１
％
で
あ
り
、

け
が
と
し
て
は
重
い
。
ハ
イ
キ
ン
グ

系
の
事
故
で
骨
折
が
最
多
件
数
を
占

め
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

骨
折
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
骨

の
ひ
び
」
で
あ
っ
て
、
医
者
で
す
ら

ね
ん
ざ
と
間
違
え
た
よ
う
な
も
の
か

ら
、
岩
に
強
く
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
い
、
重
篤
な
骨
折
と
な
っ
た

も
の
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。

転
倒
や
滑
落
に
よ
る
受
傷
部
位

を
調
べ
た
青
山
先
生
ら
の
先
行

研
究
［
文
献
１
］
に
よ
れ
ば
、

転
倒
で
は
手
首
足
首
ひ
ざ
が
多

く
、
今
回
の
調
査
で
も
同
様
の

結
果
と
な
っ
た
。

　

事
故
を
減
ら
す
研
究
も
先
行

し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
青
山

千
彰
先
生
は
「
転
倒
と
は
何
か
」

を
論
じ
［
文
献
１
］、
山
本
正

嘉
先
生
は
「
下
山
開
始
直
前
に

ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
運
動
［
文
献
３
］

が
よ
い
」
と
大
阪
府
連
５０
周
年

図 8　ハイキング・ピークハント・縦走（無雪）・バリエー
ション（無雪）の事故の態様 1

図 9　ハイキング系の事故の態様 1+ 態様 2
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特
筆
す
べ
き

こ
と
に
、
道
迷

い
が
極
め
て
少

な
く
、
１
９
５

件
の
う
ち
３
件

（
事
故
一
報
人
数

は
４
人
）
し
か

な
か
っ
た
。

　

警
察
庁
発
表

の
山
岳
遭
難
概

況
［
文
献
４
］
で

は
Ｈ
３０
年
の
遭

難
総
数
の
37
・

９
％
（
１
１
８
７

人
）
が
道
迷
い

で
あ
り
、
遭
難
態
様
の
最
大
を
占
め

た
。
大
阪
府
連
の
結
果
は
こ
れ
と
は

対
照
的
で
あ
り
、
同
様
の
結
果
は
青

山
先
生
ら
の
先
行
研
究
［
文
献
１
］

で
も
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
理
由
に
は
、（
１
）
道
迷
い
が

事
故
に
な
る
の
は
、
行
動
不
能
に
追

い
込
ま
れ
る
、
ま
た
は
帰
宅
が
遅
れ

て
救
助
要
請
が
な
さ
れ
る
と
い
う
場

合
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
軽
度
な
ら
事

故
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
申
請

さ
れ
な
い
、（
２
）
滑
落
や
転
落
が
道

記
念
講
演
で
述
べ
ら
れ
た
（
本
書
Ｐ

５０
）。

　

今
後
は
、
下
山
中
の
事
故
が
生
じ

る
状
況
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
、
そ

れ
を
防
止
す
る
方
策
を
、
上
記
［
文

献
１
］［
文
献
３
］
等
を
も
と
に
、「
下

り
準
備
体
操
」
や
「
下
り
筋
肉
体
操
」

を
考
案
す
る
な
ど
、
大
阪
府
連
の
運

動
と
し
て
も
取
り
組
み
た
い
。

　
12
． 

道
迷
い
事
故
は
わ
ず
か

少
な
く
、
転
倒
が
主
要
な
も
の
で
は

あ
る
が
、

（
３
）
大
半
が
骨
折
に
至
っ
て
お
り
、

登
山
道
の
事
故
、
と
く
に
登
山
道
下

山
中
の
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
事
故
予
防
体
操
考
案
な
ど
興
味

あ
る
課
題
へ
の
発
展
を
期
し
た
い
。

（
４
）
道
迷
い
の
事
故
は
２
％
し
か
な

い
。
連
盟
「
山
の
教
室
」
の
読
図
チ
ー

ム
の
活
躍
や
各
会
で
の
読
図
公
開
ハ

イ
ク
な
ど
の
取
り
組
み
の
成
果
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

紙
面
が
つ
き
た
の
で
、
他
の
部
分

は
大
阪
府
連
盟
発
行
『
事
故
防
止
は

仲
間
の
知
恵
で
』
を
お
読
み
い
た
だ

き
た
い
。

［
文
献
１
］  

日
本
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
協
議
会
「
第
１

回
山
岳
遭
難
事
故
調
査
報
告
書
」
２

０
０
３
年
第
１
回
か
ら
２
０
２
０
年

第
１７
回
ま
で
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
る
。

https://w
w

w
.jm

a-sangaku.or.jP
/

sangaku/?ca=24

［
文
献
２
］   

久
保
田
賢
次
、
筑
波
大
学
大
学
院
生
命
環

境
科
学
研
究
科 

山
岳
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
士
論
文
Ｒ
３
年
３
月
２５
日
。

［
文
献
３
］  

山
本
正
嘉
「
登
山
の
運
動
生
理
学
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
学
」、
東
京
新
聞
、
２
０
１

６
年
。

［
文
献
４
］  

警
察
庁  

「
平
成
３０
年
度
中
に
お
け
る
山

岳
遭
難
の
概
況
（
Ｒ
１
・
６
・
１３
）」

図 10　ハイキング系の事故の傷病。重篤度の順に死亡→骨折→…と並べた

迷
い
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
滑
落
転
落
と
し
て
事
故
報

告
さ
れ
る
、
な
ど
の
理
由
も
あ
ろ
う

が
、（
３
）
警
察
の
統
計
に
は
山
菜
採

り
や
観
光
目
的
な
ど
の
入
山
も
２４
％

含
ま
れ
登
山
は
７６
％
で
あ
る
も
の
の
、

道
迷
い
遭
難
を
お
こ
し
た
方
々
に
は
、

山
岳
会
無
所
属
の
方
々
（
単
独
登
山
）

が
多
い
、
と
い
う
事
情
が
主
な
理
由

と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
府
連
の
道
迷

い
事
故
が
少
な
い
の
は
、
山
岳
会
の

仲
間
の
強
み
で
あ
る
。

　

大
阪
府
連
で
は
、
事
故
番
号

２
０
１
５
─
２
（
本
書
Ｐ
７７
）
で
の
呼

び
か
け
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
連

盟
の
「
山
の
教
室
」
の
主
要
科
目
「
読

図
講
習
会
（
座
学
・
実
技
）」
に
お
い

て
、
精
力
的
な
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
「
読
図
チ
ー
ム
」
の
寄
与
な

ど
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
個
々

の
会
で
も
「
読
図
公
開
山
行
」
や
「
読

図
公
開
ハ
イ
ク
」
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
と
も
、大
切
に
し
た
い
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
系
事
故
の
特
徴
は
、

（
１
）
登
山
道
下
山
中
に
多
く
お
き
て
、

（
２
）
死
亡
事
故
に
発
展
し
や
す
い
墜

落
や
転
落
に
い
た
っ
て
し
ま
う
例
は
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「
山
の
本
」
か
ら
見
え
て
く
る
登
山（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）の
歴
史
第 5 回

本
誌
・
田
上
千
俊

ロ
ー
ツ
エ
西
面
登
頂
で
８
０
０
０
ｍ
１４

座
全
て
に
初
め
て
登
頂
し
た
登
山
家
（
注

２
）
と
な
っ
た
。

　

彼
も
ま
た
多
く
の
著
書
が
あ
る
が
、
集

大
成
と
も
い
え
る
２
０
１
３
年
発
行
の

「
極
限
へ
の
挑
戦
者
」
東
京
新
聞
刊
は
、

メ
ス
ナ
ー
の
思
想
を
数
多
く
表
現
し
た
内

容
で
秀
逸
の
本
と
い
え
る
。
そ
の
中
か
ら

「
メ
ス
ナ
ー
語
録
」
な
る
も
の
を
主
観
的

に
抜
き
出
し
て
み
た
い
。
登
山
家
に
は
少

な
い
こ
と
だ
が
、
メ
ス
ナ
ー
は
政
治
嫌
い

で
は
な
い
。
そ
の
証
左
に
１
９
９
９
～
２

０
０
４
年
の
間
、
欧
州
議
会
議
員
を
務
め

て
い
る
。
そ
れ
を
前
提
に
「
語
録
」
を
か

み
し
め
る
と
興
味
深
い
。

　

８
０
０
０
ｍ
峰
全
座
初
登
頂
し
た

　

２０
世
紀
の
超
人　

　

ド
イ
ツ
語
圏
南
チ
ロ
ル
出
身
の
イ
タ

リ
ア
人
登
山
家
で
、
１
９
６
９
年
、
レ
・

ド
ロ
ワ
ト
北
壁
（
４
０
０
０
ｍ
）
を
単
独

か
つ
８
時
間
で
完
登
、
ソ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー

と
し
て
名
声
を
確
立
。
西
部
ア
ル
プ
ス
・

ド
ロ
ミ
テ
の
岩
場
で
多
く
の
単
独
登
攀
を

行
い
、
フ
リ
ー
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
。
１

９
６
８
年
ア
イ
ガ
ー
北
壁
冬
期
初
登
攀
、

１
９
７
０
年
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
・
ル

パ
ー
ル
壁
を
初
登
攀
し
た
が
、
下
山
中
に

弟
ギ
ュ
ン
タ
ー
が
死
亡
し
（
注
１
）、
本

人
も
凍
傷
の
た
め
足
の
指
を
６
本
失
う
。

１
９
７
２
年
マ
ナ
ス
ル
南
西
壁
初
登
攀
、

１
９
７
５
年
に
は
史
上
初
め
て
８
０
０
０

ｍ
峰
を
極
地
法
の
よ
う
に
中
間
キ
ャ
ン
プ

を
設
営
し
な
い
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で

ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
１
峰
西
壁
登
頂
に
成

功
。
１
９
７
９
年
Ｋ
２
南
側
稜
、
１
９
８

０
年
エ
ベ
レ
ス
ト
北
面
な
ど
１
９
８
６
年

　

先
ず
は
真
面
目
な
告
白
？

　

何
故
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
？

　
「
僕
の
心
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
移
る
に
つ
れ
、
Ａ
・
Ｆ
マ

マ
リ
ー
や
Ｇ
・
Ｌ
マ
ロ
リ
ー
の
よ
う
な
偉

大
な
イ
ギ
リ
ス
の
登
山
家
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の
パ
イ
オ
ニ
ア
達
が
僕
の
師
範
と
な
っ

て
い
っ
た
。
疾
風
怒
涛
の
時
代
の
初
期
、

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
を
登
攀
し
た
シ
ュ

ミ
ッ
ト
兄
弟
、
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
側
稜
初
登
攀
の
Ｒ
・
カ
シ
ン

を
崇
め
た
よ
う
に
」「
人
工
登
攀
を
放
棄

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
難
易
度
を
押

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」「
ボ
ル

ト
が
登
攀
補
助
具
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

に
疑
問
を
覚
え
な
い
限
り
、
純
粋
な
る
ス

ポ
ー
ツ
精
神
の
理
想
の
根
本
原
理
な
ど
、

何
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
だ
ろ
う
」「
僕

に
と
っ
て
理
想
的
な
ル
ー
ト
は
、
取
付
き

点
か
ら
頂
上
ま
で
、ハ
ー
ケ
ン
を
使
わ
ず
、

ひ
た
す
ら
手
と
足
だ
け
で
登
る
ル
ー
ト
で

す
」

　
「
自
分
の
力
で
山
に
登
る
者
は
、
た
い

て
い
命
を
落
と
さ
ず
に
帰
っ
て
く
る
」「
滑

落
す
る
恐
れ
の
な
い
山
な
ど
、
た
だ
の
ま

が
い
も
の
に
過
ぎ
な
い
」「
山
に
お
け
る
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
危
険
は
、
危
険
で
は

な
く
リ
ス
ク
で
あ
る
。
リ
ス
ク
と
は
と
る

も
の
。
つ
ま
り
自
分
が
と
っ
た
行
動
の
結

果
に
よ
っ
て
、
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
だ
」

　
「
僕
は
た
だ
、
好
奇
心
が
旺
盛
と
い
う

だ
け
。
以
前
、
誰
も
が
こ
ぞ
っ
て
、
エ
ベ

レ
ス
ト
無
酸
素
登
頂
な
ん
て
無
理
だ
と
主

張
し
て
い
た
と
き
、
僕
は
自
分
に
こ
う
言

い
ま
し
た
『
そ
ん
な
仮
説
、
い
っ
た
い
誰

が
立
て
た
ん
だ
？　

や
れ
る
か
ど
う
か
、

と
に
か
く
試
し
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
』

そ
れ
が
僕
の
反
応
で
し
た
」

　
「
僕
が
耐
え
ら
れ
な
い
の
は
、
市
民
社

会
に
お
け
る
道
徳
的
観
念
や
規
則
な
ど
で

す
。
た
と
え
ば
、
教
会
へ
行
く
べ
き
だ
か

ら
行
く
。･････

こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
観
念
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
社
会
で

す
。
何
を
す
る
か
、
何
を
し
た
い
の
か
。

僕
は
自
分
で
そ
れ
を
決
め
る
人
間
を
信
じ

ま
す
」

欧
州
議
会
議
員
も
務
め
た
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ
ー
（
１
９
４
４
～
）

そ
の
語
録
が
面
白
い
！
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国
内
登
山
の
動
き

　

マ
ロ
リ
ー
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に

　

挑
戦
し
た
頃

　

ア
ル
プ
ス
銀
の
時
代
の
頃
、
１
９
３
０

年
代
（
昭
和
初
期
）
国
内
で
は
北
ア
ル
プ

ス
で
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
の
開

拓
が
進
ん
だ
。
日
本
の
登
山
界
で
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
た
大
島
亮
吉
（
１
８

９
９
～
１
９
２
８
、
慶
応
大
学
山
岳
部
、

積
雪
期
槍
ヶ
岳
初
登
頂
）
は
前
穂
高
北
尾

根
で
墜
死
し
た
が
、
積
雪
期
初
登
頂
時
代

が
終
幕
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
春
、
慶
応

大
学
隊
に
よ
り
槍
か
ら
穂
高
へ
の
初
縦
走

が
記
録
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
隊
は
奥
穂

高
・
西
穂
高
の
雪
稜
を
初
め
て
ト
レ
ー
ス

し
た
。
積
雪
期
の
穂
高
連
峰
の
主
稜
は
全

て
足
跡
が
つ
け
ら
れ
、
岩
稜
・
岩
壁
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
と
続
く
時
代
の
幕
開
け
と

ま
れ
、
自
主
的
な
登
山
は
姿
を
消
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

　

第
２
次
大
戦
後
の
国
内
登
山
・

　

マ
ナ
ス
ル
登
頂

　

大
戦
で
没
し
た
有
名
無
名
の
岳
人
は

「
ご
く
さ
さ
や
か
な
調
査
（
十
五
年
戦
争

下
の
登
山
・
西
本
武
志
著　

注
３
）」
で

も
３
０
０
名
を
超
え
る
と
い
う
。
前
述
の

ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
の
初
登
頂
に
参
加
し
た
湯

浅
巌
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
１
９
４
９
年

（
昭
和
２４
年
）
頃
か
ら
明
大
・
早
大
・
日
大
・

法
大
な
ど
生
き
残
っ
た
岳
人
、
と
い
っ
て

も
相
変
わ
ら
ず
学
生
（
及
び
Ｏ
Ｂ
）
隊
が

中
心
だ
が
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
登
山

活
動
が
再
開
さ
れ
た
。

　

１
９
５
３
年
早
大
隊
は
南
米
の
ア
コ

ン
カ
グ
ア
（
６
９
６
０
ｍ
）
に
登
頂
。
同

年
京
大
学
士
山
岳
会
隊
は
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
Ⅳ
峰
（
７
５
２
５
ｍ
）
に
挑
戦
し
た
が

７
１
０
０
ｍ
付
近
で
退
却
し
た
。
世
界
第

８
位
の
高
峰
マ
ナ
ス
ル
（
８
１
５
６
ｍ
）

登
山
が
１
９
５
２
年
具
体
化
、
日
本
山
岳

会
隊
と
し
て
９
月
に
先
発
隊
が
、
翌
５
３

年
第
１
次
登
山
隊
が
挑
ん
だ
が
、
６
月

７
７
５
０
ｍ
を
最
高
到
達
地
点
と
し
て

引
き
返
し
た
。
翌
５４
年
第
二
次
隊
も
６

な
っ
た
。
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）
春
、

松
本
高
校
隊
に
よ
っ
て
北
穂
高
滝
谷
・
前

穂
高
奥
又
白
谷
が
登
ら
れ
、
夏
に
は
本
格

的
な
積
雪
期
滝
谷
登
攀
の
準
備
と
し
て
、

第
４
、
第
５
尾
根
、
ド
ー
ム
中
央
稜
、
ク

ラ
ッ
ク
尾
根
な
ど
が
早
稲
田
大
学
隊
に

よ
っ
て
初
登
さ
れ
た
。
同
年
暮
れ
に
は
松

本
高
校
隊
に
よ
る
前
穂
高
北
尾
根
屏
風
岩

積
雪
期
初
登
攀
も
な
さ
れ
た
。
翌
３３
年
３

月
に
は
早
月
尾
根
か
ら
剣
岳
が
登
ら
れ
、

最
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
剣
岳
西
面

山
域
も
３４
年
に
入
り
登
ら
れ
、
先
鋭
的
な

ク
ラ
イ
マ
ー
の
目
は
前
穂
高
東
面
、
鹿
島

槍
北
壁
、
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス

に
注
が
れ
た
。
１
９
３
７
年（
昭
和
１２
年
）

の
東
京
商
大
隊
の
第
４
尾
根
厳
冬
期
登
攀

成
功
に
至
る
ま
で
、
京
大
・
立
大
・
同
志

社
大
パ
ー
テ
イ
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

ル
ー
ト
が
登
ら
れ
た
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
は
１
９
３
６
年
（
昭

和
１１
年
）
立
教
大
学
隊
が
ナ
ン

ダ
コ
ー
ト
（
６
８
６
７
ｍ
）
で

１０
月
３
日
雪
崩
に
あ
い
な
が
ら

も
６
名
登
頂
し
た
。
こ
の
成
功

で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
情
熱
が
沸

き
上
が
る
が
、
同
時
に
日
本
は

長
い
戦
争
の
泥
沼
に
突
き
進
み
、

登
山
界
も
そ
の
流
れ
に
呑
み
込

３
５
０
ｍ
付
近
で
撤
退
し
た
。
第
３
次
隊

は
槙
有
恒
（
注
４
）
を
隊
長
に
１２
名
が
選

ば
れ
１
９
５
６
年
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し

た
。５
月
９
日
今
西
寿
雄
と
ガ
ル
ツ
ェ
ン
、

１０
日
、
３
名
が
登
頂
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
千

ｍ
峰
の
ひ
と
つ
が
日
本
人
に
登
ら
れ
、
国

内
で
は
戦
後
の
復
興
と
共
に
登
山
ブ
ー
ム

が
沸
き
起
こ
る
。

（
つ
づ
く
）

（
注
１
）
弟
の
遭
難
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

少
な
く
な
い
登
山
家
に
メ
ス
ナ
ー
は
登
攀

中
、
疲
弊
し
た
弟
を
追
い
返
し
、
見
殺
し
に

し
た
と
非
難
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
３５
年
後

の
２
０
０
５
年
、
弟
の
遺
体
と
衣
類
、
装
備

品
が
発
見
さ
れ
「
弟
が
不
運
な
事
故
で
死
ん

だ
」
こ
と
が
発
見
場
所
か
ら
確
定
し
た
。
非

難
し
て
い
た
人
た
ち
は
メ
ス
ナ
ー
と
は
違
う

場
所
で
遭
難
し
た
と
主
張
し
て
い
た
。

（
注
２
）
日
本
人
で
唯
一
、
竹
内
洋
岳
氏
（
１
９
７
１

年
生
、
２
０
１
９
年
ま
で
石
井
ス
ポ
ー
ツ
、

そ
の
後
Ｐ
Ｒ
会
社
へ
）
は
２
０
１
２
年
５
月

１４
座
目
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
峰
（
８
１
６
７
ｍ
）

に
登
頂
、
世
界
で
２９
人
目
の
全
座
登
頂
者
と

な
る
。

（
注
３
）
筆
者
は
元
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
会
長
、
本

書
は
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
１５

年
間
、
如
何
に
日
本
登
山
界
が
苦
難
の
道
を

歩
ん
だ
か
、
多
く
の
事
実
と
資
料
で
ま
と
め

上
げ
た
研
究
ノ
ー
ト
。
２
０
１
０
年
「
本
の

泉
社
」
刊
。

（
注
４
）
本
誌
７
月
号
ｐ
２０
参
照

【
訂
正
】
本
連
載
第
４
回
（
７
月
号
掲
載
）
の
冒
頭
に

「
岡
野
金
次
郎
（
日
本
山
岳
会
創
立
発
起
人
）」

と
あ
り
ま
す
が
、
岡
野
は
創
立
に
深
く
関
与

は
し
ま
し
た
が
、
発
起
人
７
名
に
連
名
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

今でも人気高い白馬主稜・最終ピッチ
この写真に筆者もいるはずだが…。
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実
費
の
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
受
け

て
く
れ
る
方
は
案
外
い
る
と
思
う
。

学
校
登
山
に
し
て
も
同
じ
だ
。
教
師

の
負
担
を
な
く
し
て
実
践
で
き
る
方

法
と
し
た
ら
、
登
山
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
に
安
全
管
理
を
お
願
い
す
れ
ば
、

組
織
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
も
ら
え
る
。
訳
は
簡
単
、
ガ
イ

ド
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
山
好
き
の
人

を
増
や
せ
る
販
促
活
動
だ
か
ら
だ
。

さ
ら
に
い
う
と
、
学
校
登
山
を
修
学

旅
行
と
同
じ
旅
行
に
し
て
し
ま
え
ば
、

教
師
の
負
担
は
相
当
軽
減
す
る
。
公

立
の
学
校
で
は
実
現
が
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
考
え
て
み
る
余
地
は

あ
る
と
思
う
。

昨
年
大
晦
日
、
信
濃
毎
日
新
聞
に

『
学
校
登
山　

揺
ら
ぐ
伝
統
…

１０
年
で
激
減　

来
年
度
は
４
割
下
回

る
か
』
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。
こ

れ
は
長
野
県
内
中
学
校
の
学
校
登
山

の
実
施
割
合
の
こ
と
で
、
長
野
県
山

岳
総
合
セ
ン
タ
ー
の
行
っ
た
、
公
立

全
中
学
校
１
８
８
校
（
分
校
２
含
む
）

学
校
登
山
の
実
態
調
査
速
報
で
あ
る
。

９
割
の
回
答
の
中
、
計
画
が
あ
っ
た

の
は
半
分
の
８５
校
で
、
６７
校
が
中
止

昨
年
と
同
じ
６
月
末
、
地
元
中
学

で
学
校
登
山
の
授
業
に
招
か
れ

た
。
目
的
の
山
は
、
残
念
な
が
ら
地

元
の
最
高
峰
・
聖
岳
で
は
な
く
、
数

十
年
前
か
ら
安
近
短
の
日
帰
り
地
元

低
山
に
変
わ
っ
た
。「
自
然
を
遊
び
学

ぶ
」
授
業
は
、
現
在
の
義
務
教
育
の

中
に
は
な
じ
み
に
く
い
。
教
師
は
課

外
授
業
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
し
、

い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
が
伴
い
や
り
た
が

ら
な
い
。
地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
問

題
を
わ
か
り
難
く
し
て
い
る
の
は
、

人
が
人
の
快
適
の
た
め
だ
け
に
化
石

燃
料
を
使
い
続
け
、
自
然
を
切
り
崩

し
て
い
る
事
を
、
大
人
や
学
校
が
教

え
な
い
か
ら
だ
。「
地
球
を
食
い
つ
ぶ

し
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
な
れ
ば
土

台
が
崩
れ
た
泥
船
同
様
で
、
待
て
よ

と
思
う
よ
う
に
な
る
。
温
暖
化
は
“
今

の
子
供
た
ち
”
が
“
今
か
ら
”
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
彼
ら

が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
も
は
や

手
遅
れ
で
あ
る
。

　

自
然
に
親
し
み
、
遊
び
な
が
ら
学

ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
課
外
授
業
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
外
部
の
専
門
家
に
お
願
い
す

る
の
が
一
番
い
い
。
児
童
生
徒
な
ら

92

自然を遊び学ぶ、学校登山の行方
　移住先の遠山郷では、保育園や小・中学校　移住先の遠山郷では、保育園や小・中学校
のボランティアを頼まれることが増えた。ほのボランティアを頼まれることが増えた。ほ
とんどが学校登山の引率サポートで、何かおとんどが学校登山の引率サポートで、何かお
話をと向けられたら、花や虫、草や木、シカ、話をと向けられたら、花や虫、草や木、シカ、
クマ、カモシカ、ライチョウ、クマタカなど、クマ、カモシカ、ライチョウ、クマタカなど、
子供たちが興味を持ってくれるような話をす子供たちが興味を持ってくれるような話をす
る。自然を知り、人も自然の一部との目線がる。自然を知り、人も自然の一部との目線が
子供たちに芽生えれば、世界を覆う地球温暖子供たちに芽生えれば、世界を覆う地球温暖
化やコロナウイルスについて彼ら自身で考え、化やコロナウイルスについて彼ら自身で考え、
人が自然とともに持続して生きてゆく方向も人が自然とともに持続して生きてゆく方向も
見いだせるのではないか？　と思う。見いだせるのではないか？　と思う。

地元遠山中学校の登山は伊那山脈鬼面山 1890mだったが、寸前
の豪雨で道路が崩壊、目的地変更で安近短・小嵐稲荷神社が祀
られる展望台となった。（昨年 7月 21 日撮影）
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し
、
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
た
の
は

２
校
だ
け
。
１６
校
が
期
間
短
縮
、
目

標
変
更
し
実
施
。
２１
年
度
計
画
が
あ

る
の
は
６０
校
（
３５
％
）、
１
泊
２
日
以

上
が
３８
校
、
日
帰
り
が
２２
校
。
激
減

の
要
因
は
「
生
徒
の
体
力
減
、
安
全

確
保
の
難
し
さ
」を
挙
げ
、さ
ら
に「
山

小
屋
が
“
密
”
に
な
る
」
と
コ
ロ
ナ

禍
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
中
止
の
理

由
に
な
っ
て
い
る
。
一
度
中
止
を
決

め
た
学
校
に
復
活
は
？
？　

減
少
に

践
す
る
。

実
施
態
勢
と
し
て
は

Ａ
．
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学

校
登
山
に
関
す
る
業
務
を
登
山
専
門
旅

行
代
理
店
に
委
託

Ｂ
．
学
校
の
業
務

・
計
画
立
案
、
班
分
け
、
教
師
の
付
き
添
い

態
勢
、事
前
学
習
（
丹
沢
）、保
護
者
会
（
６

月
）
…
説
明
等
は
代
理
店

・
前
日
登
校
（
７
月
）
…
健
康
、
装
備
、
ウ
ェ

ア
の
チ
ャ
ッ
ク
、
余
分
な
持
物
チ
ェ
ッ
ク

（
代
理
店
も
参
加
）

・
反
省
会
（
９
月
）（
代
理
店
も
参
加
）

Ｃ
．
学
校
か
ら
代
理
店
へ
の
委
託
業
務

・
交
通
機
関
と
宿
泊
手
配
・
日
程
変
更
の
手

配
・
会
計
・
関
係
者
と
の
連
絡
調
整

・
現
地
で
の
安
全
対
策
（
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
付

き
添
い
、
救
急
医
療
、
緊
急
連
絡
、
救
助
）

　

６
月
末
、
隣
接
す
る
伊
那
市
の
白
鳥

市
長
が
市
総
合
教
育
会
議
で
「
伊
那
ら

し
い
学
校
登
山
の
在
り
方
を
」と
述
べ
、

ま
た
「
必
ず
し
も
頂
上
を
目
指
さ
な
く

て
も
よ
い
登
山
も
あ
り
」
で
、
自
然
体

験
が
重
要
、
体
力
に
合
わ
せ
た
分
散
登

山
で
選
択
肢
を
増
や
す
な
ど
時
代
に
即

し
た
実
施
方
法
の
検
討
を
求
め
た
と
報

道
さ
れ
た
。わ
が
意
を
得
た
り
で
あ
る
。

大
自
然
の
中
で
普
段
は
経
験
で
き
な
い
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
集
団
登
山
の
素
晴
ら
し

さ
を
理
解
し
て
「
ま
た
山
に
登
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
、
他
県
に
住
む
こ
と
に

な
っ
て
も
長
野
県
の
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
語

れ
る
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
。

　

さ
ら
に
学
校
登
山
の
教
育
的
効
果
を
幾
つ

か
例
に
と
っ
て
訴
え
た
。
①
体
力
的
に
限
界

に
挑
ん
だ
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
達
成
感
と

自
己
肯
定
感　

②
普
段
の
生
活
で
は
得
ら
れ

な
い
大
自
然
に
接
す
る
こ
と
に
よ
る
自
然
保

護
の
気
持
ち　

③
集
団
と
し
て
共
通
の
目
的

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
学
校

の
連
帯
感

　

一
方
、
学
校
登
山
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
は
他
の
学
校
行
事
に
は
な
い
課
題
が
あ
る

の
も
事
実
で
、「
安
全
の
確
保
」「
生
徒
の
体

力
差
に
応
じ
た
登
山
指
導
」「
自
然
保
護
や

自
然
観
察
教
材
の
作
成
」
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
の
上
で
、
私
た
ち
（
一
社
）
南
信
州
山
岳

文
化
伝
統
の
会
で
は
、
地
元
山
岳
ガ
イ
ド
組

織
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
校
現
場
の

先
生
方
と
の
協
同
で
よ
り
教
育
的
効
果
が
高

く
、
達
成
感
が
あ
る
学
校
登
山
の
在
り
方
を

検
討
し
た
い
と
考
え
、
次
の
提
案
を
し
た
。

イ
．
当
会
や
地
元
山
岳
ガ
イ
ド
組
織
と
連
携

し
、
計
画
当
初
か
ら
実
施
ま
で
効
果
の

高
い
登
山
を
目
指
す
。

ロ
．
当
会
は
地
元
ガ
イ
ド
組
織
や
長
野
県
山

岳
総
合
セ
ン
タ
ー
と
協
力
す
る
。

ハ
．
モ
デ
ル
的
な
数
校
を
選
び
、
上
記
を
実

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
関
係
者
は
「
コ

ロ
ナ
が
止
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
心
配
と
し
て
い
る
。
衰
退
の
最
大

の
事
情
は
、
登
山
に
お
け
る
事
故
の

責
任
問
題
が
根
に
あ
る
と
み
る
。

こ
の
問
題
が
相
当
気
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
６
月
中
旬
地
元
下
伊

那
校
長
会
（
小
中
学
校
）
の
会
合
で
、

学
校
登
山
の
発
展
の
た
め
の
提
案
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
地
域
の
中
学
校

は
２１
校
、
こ
の
う
ち
昨
年
と
一
昨
年

に
学
校
登
山
を
実
施
し
た
の
は
そ
れ

ぞ
れ
５
校
の
み
。
１０
年
前
は
県
下
９

割
近
く
の
中
学
校
で
実
践
さ
れ
て
い

た
。
現
状
は
前
出
の
通
り
で
、
飯
田
・

下
伊
那
地
域
に
至
っ
て
は
２４
％
弱
と

ひ
ど
い
激
減
で
あ
る
。

　

私
に
は
、
東
京
の
成
城
学
園
中
学

校
の
学
校
登
山
に
１０
年
程
、
登
山
旅

行
専
門
家
お
よ
び
ガ
イ
ド
と
し
て
携

わ
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
以
下

の
内
容
で
学
校
登
山
復
興
を
検
討
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
。

　

題
目
は
『
専
門
家
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
達
成
感
の
あ
る
登
山
を
』
で
あ
る
。
ま

ず
、
学
校
登
山
に
は
他
の
学
校
行
事
で
は
得

が
た
い
幾
つ
か
の
教
育
的
な
効
果
が
あ
る
。

遠山郷の学校登山は、40 〜 50 年前までは片道 20 キロ以
上も歩いて、3000mの頂に 1泊 2 日で登ったという。左
から、兎岳、聖岳、上河内岳
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よ
る
突
風
や
気
温
低
下
が
起
き
る
が
、

こ
の
と
き
も
同
様
の
状
況
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　
運
命
の
第
２
の
雷
雲
接
近

　

一
行
は
同
４５
分
に
頂
上
を
後
に
往

路
を
戻
る
帰
路
に
着
い
た
。
ま
も
な

く
雨
が
止
み
薄
日
が
差
し
上
高
地
や

焼
岳
も
見
え
、
濡
れ
た
下
半
身
も
乾

い
た
。
し
か
し
そ
れ
も
束
の
間
、
１３

時
１５
分
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ピ
ー
ク
を
通
過

す
る
頃
に
急
に
暗
く
な
っ
て
強
い
雨

と
雹
が
降
り
始
め
、
見
る
間
に
岩
間

に
積
も
っ
た
。
こ
れ
が
運
命
の
第
二

の
雷
雲
の
接
近
だ
っ
た
。
雷
鳴
の
た

び
に
雷
が
近
づ
く
感
じ
が
し
た
と
い

う
。
気
温
が
急
降
下
し
風
に
帽
子
を

飛
ば
さ
れ
る
人
や
、
唇
を
紫
色
に
す

る
人
も
い
た
。
同
２０
分
最
初
の
電
光

を
見
た
が
（
雷
鳴
ま
で
５
～
６
秒

だ
っ
た
の
で
、
距
離
は
１
・
５
～
２

㎞
程
度
と
み
ら
れ
る
）
独
標
に
向
か

い
前
進
を
続
け
た
。
１３
時
４５
分
に
隊

列
の
先
頭
に
い
た
リ
ー
ダ
ー
が
独
標

を
越
え
る
頃
に
至
近
距
離
に
雷
鳴
が

あ
っ
た
、
そ
し
て
一
行
の
半
ば
が
越

え
た
同
３５
分
頃
独
標
頂
上
に
運
命
の

雷
が
落
ち
た
。
雷
は
独
標
か
ら
北
側

に
流
れ
、
列
を
な
し
て
登
っ
て
い
た

一
行
を
次
々
に
襲
い
、
衝
撃
で
岩
か

ら
転
落
し
た
こ
と
が
致
命
傷
に
な
っ

た
人
も
い
た
。
メ
ン
バ
ー
の
間
隔
が

近
く
、
人
伝
い
に
電
流
が
飛
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
列
の
中
に
は
生
存

者
も
い
た
が
岩
の
段
な
ど
で
頂
上
か

ら
多
少
で
も
陰
の
位
置
に
い
た
人
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
独

標
北
側
で
う
ず
く
ま
っ
て
雷
が
止
む

の
を
待
っ
て
い
た
別
の
登
山
者
に
も

雷
撃
が
飛
ん
だ
が
、
目
の
感
覚
が
数

分
間
な
く
な
り
手
足
の
感
覚
も
無
く

な
っ
た
が
数
十
分
で
回
復
に
向
か
い
、

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
お
よ
そ

２
時
間
後
だ
っ
た
と
い
う
。
最
初
は

燃
え
る
よ
う
な
熱
さ
を
感
じ
そ
の
後

強
い
寒
さ
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

雷
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
雷
と
は
何
か

　

落
雷
は
雷
雲
と
地
上
と
の
間
の
放

電
だ
。
電
圧
は
約
１
億
ボ
ル
ト
で
絶

「大気の状態が不安定」
落雷事故から学ぶ（続編）

　
雷
雲
通
過
・
大
粒
の
雨
や
ヒ
ョ
ウ

　

前
回
に
続
き
１
９
６
７
年
の
西
穂

高
落
雷
事
故
か
ら
雷
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
前
回
は
一
行
が
朝
７
時

に
上
高
地
を
出
発
し
西
穂
山
荘
、
独

標
を
越
え
西
穂
高
岳
頂
上
に
１２
時
２５

分
に
到
着
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

頂
上
前
の
急
登
で
は
霧
が
だ
い
ぶ
濃

く
な
っ
て
大
粒
の
雨
を
感
じ
た
人
も

い
た
。
同
４０
分
に
大
粒
の
雨
が
急
に

降
り
出
し
風
も
出
て
カ
ッ
パ
を
着
け

た
が
下
半
身
が
た
ち
ま
ち
濡
れ
た
。

雨
は
１０
分
く
ら
い
で
止
ん
だ
。
別
の

登
山
者
か
ら
は
降こ

う

雹ひ
ょ
う

や
雷
鳴
や
電
光

の
報
告
も
あ
り
こ
れ
が
一
回
目
の
雷

雲
通
過
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

雷
雲
（
積
乱
雲
）
の
大
き
さ
は
通

常
１０
㎞
程
度
と
比
較
的
小
さ
く
（
数

個
の
雲
が
連
な
り
大
き
な
塊
や
列
状

に
な
る
こ
と
も
多
い
）、
急
速
に
発
達

す
る
。
そ
の
た
め
、
大
粒
の
雨
や
雹

が
急
に
降
り
出
す
こ
と
が
特
徴
だ
。

雲
の
中
は
上
昇
気
流
と
下
降
気
流
が

入
り
交
じ
り
雨
は
強
弱
を
繰
り
返
す

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
下
降
気
流
に

第 17 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための
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縁
体
で
あ
る
空
気
を
切
り
裂
く
よ
う

に
数
㎞
の
距
離
を
放
電
す
る
の
で
、

高
く
突
き
出
て
い
る
も
の
や
尖
っ
た

形
の
も
の
に
落
ち
や
す
い
。
具
体
的

に
は
頂
上
、
尾
根
、
岩
峰
、
高
い
樹

木
な
ど
で
、
樹
林
帯
で
も
高
い
樹
に

落
ち
る
か
ら
安
全
で
は
な
い
し
、
も

し
も
平
ら
な
場
所
で
近
く
に
高
い
物

が
無
け
れ
ば
立
っ
て
い
る
人
間
に
一

番
落
ち
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
凹
地

な
ど
低
い
場
所
で
姿
勢
を
極
力
低
く

し
て
し
ゃ
が
む
の
が
避
雷
姿
勢
と
な

る
。
傘
は
さ
さ
な
い
方
が
良
く
ザ
ッ

ク
に
差
し
た
ポ
ー
ル
や
ス
ト
ッ
ク
は

取
る
。
高
木
の
そ
ば
に
避
難
す
る
と

き
は
樹
か
ら
４
ｍ
離
れ
る
。
近
づ
き

過
ぎ
る
と
樹
に
落
ち
た
雷
が
自
分
に

飛
び
火
（
側
撃
）
す
る
危
険
が
高
く
、

実
際
に
樹
の
下
で
雷
撃
さ
れ
る
例
は

多
い
。
ま
た
、
人
か
ら
人
へ
の
飛
び

火
を
防
ぐ
た
め
登
山
者
の
間
隔
は
空

け
る
方
が
い
い
。
山
小
屋
の
中
は
安

全
と
言
わ
れ
て
い
る
が
テ
ン
ト
や
屋

根
だ
け
で
壁
の
な
い
あ
ず
ま
屋
は
危

険
で
、
過
去
の
事
故
例
も
あ
る
。

　

雷
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
い
つ
ど

こ
で
」
の
予
報
は
難
し
い
が
、
雷
が

起
き
や
す
い
か
ど
う
か
は
予
報
可
能

な
の
で
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

危
険
日
は
特
に
雲
や
霧
、
風
の
様
子

や
気
温
の
変
化
に
注
意
し
警
戒
し
よ

う
。
雷
は
登
山
者
を
急
襲
す
る
が
、

襲
わ
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
西
穂
高

事
故
の
例
か
ら
も
雲
が
湧
き
視
界
が

閉
ざ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
要
注

意
で
、
も
し
岩
場
で
雷
の
緊
急
的
な

危
険
を
察
知
し
た
ら
転
落
を
防
ぐ
と

と
も
に
退
避
場
所
に
は
岩
の
凹
み
な

ど
岩
峰
の
影
に
な
る
場
所
を
選
び
た

い
。
再
度
、先
月
号
か
ら
自
分
が
登
っ

て
い
る
気
持
ち
で
読
み
返
し
て
い
た

だ
き
安
全
登
山
へ
の
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

　

雷
の
近
さ
は
雷
光
か
ら
雷
鳴
ま
で

の
時
間
で
推
定
で
き
る
（
音
速
約
３

４
０
ｍ
×
秒
数
）
が
、
雷
の
射
程
は

数
㎞
も
あ
り
遠
く
で
も
雷
鳴
が
聞
こ

え
て
い
る
間
は
危
険
と
心
得
た
い
。

ま
た
、
落
雷
は
一
瞬
で
電
流
量
は
小

さ
い
の
で
雷
撃
さ
れ
て
も
人
工
呼
吸

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
蘇
生
す
る
可

能
性
が
高
く
、
現
実
に
蘇
生
し
た
例

も
あ
る
。
あ
き
ら
め
ず
救
助
活
動
に

当
た
り
た
い
。

雷鳴が次第に小さくなり雷が遠ざかったと安心
した矢先に落雷した。雷の射程距離は数 km あ
り雷鳴が聞こえている間は油断できない。テン
トの中で被雷した人は衝撃で跳ね飛ばされ、半
身が痺れ動けなくなった。日本付近は低気圧が
散在しており気圧の谷になっていて天気が安定
しない形で、加えて上空の寒気が西から東進し
雷雲が起きやすい条件だった。※太線は上空約
5800 ｍの－ 6℃の等温線

熱低
熱低

高

高 高

低
低

低
1004

1012

低

低

1011

1002

1004

1004

1004

1008
1008

8/1
8/2

8/2

8/1

北アルプス西岳でテントに落雷した
1968 年 8 月 2 日の天気図

午後から天気が急変しあずま屋に 25 人が雨宿りし
ていた。落雷直前に枝分かれし、あずま屋の屋根 4
か所に落雷、その直下にいた人に飛び、さらに雨宿
りをしていた数名に流れ、1 名死亡、10 名が重軽
傷を負った。上空の寒気が南下していたことに加え、
午前中は天気が良く気温が 20℃まで上昇し、上下
の温度差が拡大し大気の状態は不安定になってい
た。※太線は上空約 5600 ｍの－ 21℃の等温線

高

1000

990低

低
1030

10/31

11/1

神奈川県大山であずま屋に落雷した
1992 年 11 月 1 日の天気図
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リ
ゾ
ー
ド
ス
パ
並
み
の
温
泉

　
「
ト
カ
ゲ
」
と
は
、
登
山
者
が
テ
ン

ト
場
所
の
岩
の
上
や
草
原
で
日
光
浴

を
し
な
が
ら
昼
寝
を
す
る
贅
沢
な
過

ご
し
方
を
言
う
。
登
山
者
が
岩
の
上

で
じ
ー
っ
と
し
て
い
る
蜥ト

カ
ゲ蜴

の
姿
に

自
分
を
見
立
て
た
言
葉
だ
。

　

そ
ん
な
ト
カ
ゲ
を
決
め
込
む
に
適

し
た
ベ
ニ
・
ミ
ャ
グ
デ
ィ
温
泉
を
紹

介
し
よ
う
。
別
名
を
シ
ガ
温
泉
と
言

い
、
ベ
ニ
の
町
か
ら
お
よ
そ
９
㎞
西

方
に
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど

の
乗
り
物
を
利
用
し
て
行
け
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
辺
り
で
は
一
番
人
気
の

あ
る
湯
殿
で
あ
る
。
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
こ
の
温
泉
を
起
点

と
す
る
の
で
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

湯
殿
は
ミ
ャ
グ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の

岸
辺
に
あ
る
。
湯
は
岩
塩
の
香
り
が

強
く
、
身
体
に
と
っ
て
も
良
い
と
評

判
だ
。
湯
治
客
の
た
め
に
１０
日
間
入

浴
可
能
な
回
数
券
も
あ
る
。
朝
６
時

か
ら
夜
８
時
ま
で
入
浴
が
可
能
で
、

　

マ
ガ
ー
ル
族
と
の
裸
の
交
流

　

小
さ
な
身
体
の
不
調
に
も
耳
を
傾

け
て
く
れ
る
良
質
な
湯
を
求
め
て
入

湯
す
る
民
俗
は
多
い
が
、
こ
の
湯
に

浸
り
に
く
る
大
半
は
マ
ガ
ー
ル
族
で

あ
る
。
こ
の
族
に
属
す
る
亜
部
族
は

多
く
、
ひ
と
つ
の
湯
槽
に
タ
パ
族
、

グ
ル
ラ
ム
族
、
ア
レ
族
、
ラ
ナ
族
、

プ
ン
族
、
ブ
ダ
ト
キ
族
、
ガ
ー
族
、

大
き
な
バ
ス
タ
ブ
が
３
つ
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　

脱
衣
所
や
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー
ム

な
ど
リ
ゾ
ー
ド
ス
パ
並
み
の
施
設
が

整
っ
て
い
る
。
痛
み
は
じ
め
た
身
体

を
癒
し
に
、
山
上
集
落
の
村
人
が
開

門
と
同
時
に
押
し
寄
せ
、
湯
槽
は
芋

洗
い
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

モ
リ
ヤ
ン
族
な
ど
多
く
の
亜
部
族
が

入
浴
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
亜
部
族
が

幾
つ
も
集
ま
っ
て
マ
ガ
ー
ル
族
全
体

を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
畑
の
傍
ら
に
女
神
を
祀
り
、

虫
除
け
の
呪
術
を
行
う
ハ
イ
・
ブ
ジ
ャ

と
い
う
祈
り
を
行
う
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

的
な
祭
儀
を
行
う
人
た
ち
と
の
裸
の

交
流
は
、
今
後
の
生
き
方
に
影
響
を

も
た
ら
し
そ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

温
泉
が
き
っ
か
け
で
村
の
文
化
や
歴

史
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
活
断
層
温
泉

の
良
さ
か
も
し
れ
な
い
。

石原裕一郎  杉並山の会／東京

9

みんなマガール族

シガ・タトパニ
ベニ

ミャグディ・コーラ

カ
リ
ガ
ン
ダ
キ

至 ポカラ

至 ジョムソン
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ドキュメント
山小屋とコロナ禍

山小屋の〈未来〉を展望する

山と溪谷社 編山と溪谷社 編
山と溪谷社

￥1,100
新書判・256P

2021 年 1 月 7 日刊

白嶺の金剛夜叉
山岳写真家　白籏史朗山岳写真家　白籏史朗

井ノ部康之 著井ノ部康之 著
山と溪谷社

￥2,200
四六判・328P

2020 年 5 月 14 日刊

ウォーター
ウォーキング 3

誰でも楽しめる誰でも楽しめる
超カンタン沢歩き超カンタン沢歩き

丹沢ネットワーク 編丹沢ネットワーク 編
白山書房

￥2,200
A5 判フルカラー・168P

2021 年 5 月 12 日刊

　

２
０
２
０
年
未
曽
有
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
列
島
を

襲
っ
た
。
緊
急
事
態
宣
言
下
、
私

た
ち
登
山
者
の
生
命
線
で
も
あ
る

「
山
小
屋
」
は
、
市
街
地
と
違
う
環

境
下
で
苦
し
い
経
営
と
判
断
を
迫

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
渦
中
、
山
と

溪
谷
社
取
材
班
は
山
小
屋
の
経
営

者
や
管
理
人
に
会
い
、
半
年
間
の

取
材
を
本
書
に
ま
と
め
た
。
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
の
柏
澄
子
さ
ん
、
写
真

家
の
三
宅
岳
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
取

材
し
、
現
状
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
経
営
状
態
は
も
う
半
端
な
く
大

変
」
と
訴
え
る
八
ケ
岳
・
黒
百
合

ヒ
ュ
ッ
テ
の
オ
ー
ナ
ー
の
叫
び
か

ら
始
ま
る
内
容
に
、
私
た
ち
は
耳

を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
。
９６
軒
が
加
入

す
る
北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
友
交
会
の
会

長
は
、
現
状
に
つ
い
て
「
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
外
部
の
も
の
を
参
考
に

独
自
の
も
の
を
作
成
し
た
」「
国
立
公

園
の
環
境
維
持
の
た
め
に
も
多
く
の
費

用
を
負
担
し
て
い
る
」「
ヘ
リ
に
よ
る

物
資
輸
送
が
価
格
高
騰
の
た
め
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
」「
山
小
屋
は
特
殊

な
立
地
条
件
に
あ
り
、
市
街
地
と
同
様

の
建
築
基
準
法
や
労
働
法
等
の
適
用
が

困
難
で
あ
る
」「
持
続
可
能
な
労
働
力

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
」
と
多
く
の

課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
登
山
者
に
も
行
政
に
も
難

題
だ
。
先
ず
は
本
書
を
読
み
、
論
議
を

深
め
よ
う
。　
　
　
（
本
誌
・
田
上
千
俊
）

※掲載価格は税込み

　水流と戯れ遊ぶ沢歩きの案内書で、易し
いルートを難易度別に紹介したシリーズ３
弾。精緻なルート図と多数のカラー写真で、
東京周辺・西上州・尾瀬など広範なエリア
から魅力的な 42 本の沢を紹介している。
丹沢ネットワーク代表の網島正人さんが会
員の協力を得て取材、１人で全ルートを執
筆した。

　日本を代表する山岳写真家・白籏史朗へ
の一年間に及ぶインタビューの連載を元
に、その生涯をまとめた一冊。彼がいかに
して山岳写真家界の第一人者となり得たの
か、青年期から晩年に至るまでを、国内の
山々そしてヒマラヤやカラコルムなどの海
外の山々の壮絶な登山記録と共に臨場感
たっぷりに描く。
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の
に
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い
な
い

と
い
う
事
象
が
あ
る
。
無
事
故
報
奨

金
制
度
に
つ
い
て
個
人
・
団
体
に
お

け
る
「
無
事
故
へ
の
努
力
が
適
正
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
」と
い
う
指
摘
が
あ
る
。ま
た
、

１０
年
間
無
事
故
と
い
う
だ
け
で
は
団

体
の
実
状
に
照
ら
し
て
公
平
な
評
価

で
は
な
い
（
会
員
数
や
山
行
回
数
の

差
異
な
ど
、
大
形
ク
ラ
ブ
に
は
不
利
）

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
以
上
の
経
緯

か
ら
、
無
事
故
報
奨
金
制
度
そ
の
も

の
を
見
直
し
て
、
今
年
度
限
り
で
廃

止
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

（
武
笠
真
次
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
自
然
保
護
委
員

　
植
樹
活
動
時
に
リ
ニ
ア
建
設
反
対

　
署
名
を
１
８
２
筆
集
め
る

　

４
月
２４
日
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
足
尾
植
樹
デ
ー

に
参
加
し
た
。
足
尾
銅
山
の
煙
害
に

よ
り
荒
廃
し
た
足
尾
町
松
木
地
区
に

１
０
０
万
本
の
木
を
植
え
よ
う
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会

が
２５
年
前
か
ら
地
道
に
続
け
て
い
る

活
動
で
あ
る
。
労
山
で
は
栃
木
県
連

盟
の
森
初
芳
さ
ん
を
中
心
に
こ
の
活

動
を
応
援
し
て
き
た
が
、
全
国
連
盟

や
近
隣
の
埼
玉
県
連
盟
な
ど
か
ら
も

有
志
が
参
加
し
、活
動
の
幅
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
個
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
協
力
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の

植
樹
本
数
は
２６
万
本
を
超
え
た
が
、

目
標
の
１
０
０
万
本
ま
で
に
は
更
な

る
努
力
が
必
要
だ
。
長
い
年
月
を
経

て
形
成
さ
れ
た
自
然
を
元
に
戻
す
こ
と

が
い
か
に
困
難
か
を
痛
感
す
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
植
樹
デ
ー
で
、
自

然
保
護
委
員
会
が
進
め
て
い
る
リ
ニ

ア
建
設
反
対
署
名
を
一
般
参
加
者
に

呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
１
８
２
筆
の

署
名
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

自
然
保
護
を
大
切
に
思
う
方
々
の
共

感
は
大
変
う
れ
し
く
、
自
然
保
護
委

員
も
元
気
を
頂
い
た
。
リ
ニ
ア
建
設

反
対
署
名
は
、
６
月
現
在
１
６
１
８

６
筆
と
な
っ
た
。
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
下
部
）に
あ
る「
リ
ニ
ア
反
対
署
名
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
署
名
用
紙
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
応
援
を

も
う
１
度
お
願
い
し
た
い
。

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
無
事
故
報
奨
金
制
度
の

　
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
中

　

無
事
故
報
奨
金
制
度
は
、
１０
年
間

交
付
申
請
の
な
い
団
体
に
対
し
て
、

無
事
故
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
で

あ
り
、
２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た
。

報
奨
金
は
、
当
該
会
の
前
年
度
の
寄

付
金
総
額
の
１０
％
を
目
安
と
す
る
。

報
奨
の
対
象
は
、
過
去
連
続
し
て
１０

年
間
に
基
金
委
員
会
に
対
し
て
交
付

申
請
が
さ
れ
な
か
っ
た
団
体
と
な
る
。

　

こ
の
制
度
の
趣
旨
は
、
無
事
故
を

維
持
す
る
に
は
、
個
人
の
安
全
山
行

に
対
す
努
力
の
み
な
ら
ず
、
会
・
ク

ラ
ブ
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
す
こ

ぶ
る
大
き
い
こ
と
か
ら
、
会
・
ク
ラ

ブ
の
無
事
故
に
向
け
た
永
年
の
努
力

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
安

全
山
行
へ
の
個
人
と
団
体
に
対
す
る

今
後
の
努
力
を
促
す
た
め
の
制
度
で

あ
る
。
第
１
回
か
ら
第
７
回
２
０
２

０
年
ま
で
、
総
計
８
６
８
団
体
、
無

事
故
報
奨
金
３
８
８
万
１
９
４
０
円
、

表
彰
状
と
報
奨
金
を
団
体
に
授
与
し

て
き
た
。

　

し
か
し
、
会
員
数
は
減
っ
て
い
る

28登山時報 2021 年 8月号



う
だ
が
、
関
東
周
辺
の
２
０
０
０
ｍ

級
の
山
々
で
は
や
や
大
げ
さ
に
言
う

と
「
若
者
で
あ
ふ
れ
て
い
る
」
の
が

実
情
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
山
か
ら

減
っ
た
の
は
中
高
年
登
山
者
だ
。
こ

れ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
れ
ば
お

そ
ら
く
秋
ご
ろ
に
は
回
復
す
る
と
思

わ
れ
る
。
密
を
避
け
る
、
県
境
を
越

え
て
の
移
動
の
自
粛
を
几
帳
面
に

守
っ
て
い
る
多
く
が
中
高
年
と
思
わ

れ
る
か
ら
だ
。
６
月
２６
日
に
開
催
さ

れ
る
「
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
活
動
者
会

議
」
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

宝
刀
で
も
あ
る
「
バ
ス
ハ
イ
ク
」
を

は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
貴
重
な
経
験

と
こ
れ
か
ら
の
展
望
が
熱
く
語
ら
れ

る
に
違
い
な
い
。

（
田
上
千
俊
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　
注
意
力
を
高
め
た
安
全
登
山
で

　

５
月
１１
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
に

届
い
た
事
故
一
報
は
８
件
８
名
。
女

性
３
名
が
転
倒
（
無
雪
期
）、
４
名
が

転
・
滑
落（
登
攀
３
名
、無
雪
期
１
名
）、

１
名
が
虫
・
動
植
物
。
登
攀
に
よ
る

事
故
は
、
重
症
の
事
例
が
２
件
。
１

件
は
足
を
滑
ら
せ
逆
さ
ま
の
状
態
と

な
り
、
肩
か
ら
頭
部
を
打
撲
し
、
ヘ

リ
で
搬
送
さ
れ
た
。
他
１
件
は
、
濡

れ
た
岩
に
足
を
滑
ら
せ
約
３
ｍ
転
落
。

鎖
骨
や
胸
骨
圧
迫
骨
折
の
他
、
肋
骨

を
１１
本
骨
折
し
た
。
前
号
で
も
、ロ
ー

プ
が
足
に
引
っ
掛
か
り
頭
か
ら
落
ち

た
事
故
や
ロ
ー
プ
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
に

よ
る
グ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
の
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
よ
る
人
為
的
過
誤
や
失
敗
で
あ
る
。

　

会
の
ベ
テ
ラ
ン
層
が
起
こ
し
た
事

故
が
気
に
な
っ
て
い
る
。
注
意
力
や

意
識
が
散
漫
と
な
り
「
問
題
な
い
」

と
い
う
自
己
確
信
（
思
い
込
み
）
が

生
じ
た
と
考
え
て
い
る
。
基
本
的
な

確
認
や
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
、
再
度
各
会
で
周
知
し
て
頂
き

安
全
登
山
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

（
瀬
下
啓
司
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
今
こ
そ
会
員
拡
大
の
好
機
、

　
若
い
ハ
イ
カ
ー
が
増
え
て
い
る
！

　

４
年
前
か
ら
東
京
都
の
西
端
、
立

川
市
で
登
山
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
る
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
受
講
者

減
と
思
い
き
や
定
員
を
オ
ー
バ
ー
。

多
く
が
中
高
年
で
か
つ
初
心
者
、
と

い
う
よ
り
登
山
と
は
異
な
る
趣
味
を

も
つ
方
で
、
受
講
者
２０
名
か
ら
入
会

し
た
の
は
２
名
だ
け
だ
っ
た
。
今
年

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
、
会
場
を
提

供
す
る
立
川
市
の
要
請
で
定
員
を
半

減
し
て
開
催
し
た
。
そ
れ
で
も
１１
名

が
受
講
し
、
何
と
７
割
が
３０
代
と

お
ぼ
し
き
若
い
女
性
。
私
を
含
む
講

師
陣
は
張
り
切
っ
て
は
い
る
が
、
果

た
し
て
今
度
は
受
け
入
れ
る
会
・
ク

ラ
ブ
が
あ
る
か
。
親
子
ほ
ど
年
の
離

れ
た
会
員
と
の
活
動
経
験
に
乏
し
い

我
々
は
現
在
、
嬉
し
い
悩
み
を
抱
え

て
い
る
。

　

さ
て
あ
る
山
岳
団
体
と
の
会
合
で
、

昨
今
、
登
山
者
が
減
っ
た
と
い
う
根

拠
の
な
い
「
俗
論
」
が
話
さ
れ
た
よ
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5 月 11 日から 6 月 1 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 05/09 兵庫 75 男 烏帽子岩 登攀 転落
１ピンと２ピンの間
で滑り膨らんでいる
岩に当たる

肋骨１本ヒビ

2 04/22 広島 68 女 岩船岳 無雪期 転倒
木の枝に足が引っ掛
かり転倒し左手をつ
いた

左手首捻挫

3 04/24 鹿児島 51 男 国見岳 無雪期 滑落
沢で石が崩れ50cm
程滑り足首を捻った

右足首の捻挫

4 05/15 東京 77 男
奥多摩・カロ

―谷
無雪期 虫

下山して翌日、入浴
時に気づく

ダニ被害

5 04/18 岐阜 66 女 舟伏山 無雪期 転倒
雨のため、ぬかるみ
で滑り転倒

骨折

6 05/19 東京 74 女 御前山 無雪期 転倒
下山時、下りの急斜
面でバランスを崩し
滑った

左肋骨骨折

7 05/8 埼玉 67 女 河又・蛇岩 登攀 滑落
足を滑らせ、逆さま
状態で肩から頸部を
打撲

頸髄損傷（ヘリ搬
送）

8 05/23 香川 65 男 大屋富岩場 登攀 転落
濡れた岩に足を滑ら
せ約3m転落

鎖骨骨折、胸骨圧迫
骨折２本、肋骨骨折
11本

事故原因

50代 60代 70代 合計

男性 1 1 2 4
女性 0 3 1 4
合計 1 4 3 8

無雪期 登攀 合計

男性 2 2 4
女性 3 1 4
合計 5 3 8

転落 滑落 転倒 その他 合計

男性 2 1 0 1 4
女性 0 1 3 0 4
合計 2 2 3 1 8

骨折 捻挫 その他 合計

男性 2 1 1 4
女性 3 1 0 4
合計 5 2 1 8

50代 60代 70代 合計

男性 1 1 2 4
女性 0 3 1 4
合計 1 4 3 8

無雪期 登攀 合計

男性 2 2 4
女性 3 1 4
合計 5 3 8

転落 滑落 転倒 その他 合計

男性 2 1 0 1 4
女性 0 1 3 0 4
合計 2 2 3 1 8

骨折 捻挫 その他 合計

男性 2 1 1 4
女性 3 1 0 4
合計 5 2 1 8

50代 60代 70代 合計

男性 1 1 2 4
女性 0 3 1 4
合計 1 4 3 8

無雪期 登攀 合計

男性 2 2 4
女性 3 1 4
合計 5 3 8

転落 滑落 転倒 その他 合計

男性 2 1 0 1 4
女性 0 1 3 0 4
合計 2 2 3 1 8

骨折 捻挫 その他 合計

男性 2 1 1 4
女性 3 1 0 4
合計 5 2 1 8

50代 60代 70代 合計

男性 1 1 2 4
女性 0 3 1 4
合計 1 4 3 8

無雪期 登攀 合計

男性 2 2 4
女性 3 1 4
合計 5 3 8

転落 滑落 転倒 その他 合計

男性 2 1 0 1 4
女性 0 1 3 0 4
合計 2 2 3 1 8

骨折 捻挫 その他 合計

男性 2 1 1 4
女性 3 1 0 4
合計 5 2 1 8

事故一報の受領順で掲載

◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的

視聴は…コチラ→ 日本勤労者山岳連盟HPの下部バナーからまたは

山に行く体力・筋力を維持しよう！
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2
日　

遭
難
対
策
部
会

8
日　

組
織
部
会

9
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

10
日　
（
公
社
）
日
本
雪
氷
学
会
支
部
総

会
・
理
事
会
（
Z
o
o
m
会
議
）

川
嶋
事
務
局
長
、
出
席
。

14
日　

自
然
保
護
委
員
会

15
日　

機
関
誌
委
員
会

同
日　

三
役
会
議

17
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

19
日　

第
16
回
拡
大
理
事
会

20
日　

全
国
機
関
誌
会
議

22
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

26
日　

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
活
動
者
会
議

同
日　

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ス
ト
創
立
30
周
年

記
念
式
典
（
東
京
・
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
）　

浦
添
理
事
長
、
久

保
副
理
事
長
、
来
賓
と
し
て
出

席
。

29
日　

第
１
回
全
国
登
山
研
究
集
会
に

向
け
た
課
題
別
講
演
会
（
労
山

基
金
の
魅
力
）

30
日　

遭
難
対
策
部
会

　

第
16
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
全
国
機
関
誌
会
議
に
つ
い
て

　

日
程
案
、
役
割
分
担
、
理
事
会
報
告
、

参
加
者
の
確
認
。
追
加
の
参
加
者
を
受

付
け
る
。

②
2
0
2
2
年
版
の
「
労
山
カ
レ

ン
ダ
ー
」
製
作
に
つ
い
て

　

作
成
部
数
を
千
部
少
な
く
す
る
。

体
裁
に
つ
い
て
は
事
務
局
で
判
断

し
て
作
成
す
る
。

③
佐
賀
労
山
の
創
立
50
周
年
記
念

祝
賀
会
に
全
国
連
盟
か
ら
講
演
者

を
派
遣
す
る
。

6

初めての谷川岳一ノ倉沢。中央稜を登攀後、一ノ
倉岳を目指し懸垂岩を下降する

奥多摩、川苔谷逆川 10m トイ状の滝を登る
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連載中の、大阪府連盟の「山岳事故分析事例」は過去 3 年間の具体的なデーターを
分析し「防ぎ得た事故をゼロにしよう」と目標を明示。今後の山行活動で生かされ
る貴重な教訓を含んだ報告である。『事故防止は仲間の知恵で』、納得です。（橋口）

春先の山菜は、フキノトウやタラの芽、コシアブラなど皆さんに喜ばれる。
5 月の終わり、ワラビとりに木曽に行った。ワラビはたくさん採れ、知
り合いに小分けし喜ばれた。自分は「山ウド」の味を堪能した。なかな
か山には行けないが、田舎暮らしを楽しんでいる。　　　　　　　（塩田）

ある山岳団体の会議で『最近コロナ禍で登山者が減り、登山道も荒れている。』
という発言があった様だ。この方は最近山に登ってないな、と直感した。私
は多い時は週 2 回、登っているが、ここ数ヶ月メジャーな山ほど大勢の登
山者でにぎわっている。減っているのは高齢者だ。若者が増えている。（田上）

オリンピックの開催ありきの政府の対応。人々の命を危険に晒してまで
開催することに何の意味があるのだろう。世の政治家たちは弱者の意見
を聞こうとしない。何故、こんな国になってしまったのだろう。　（酒井）

コロナ禍のワクチン接種が盛りであるが、梅雨明けと夏山が待ち遠しい
方も多い。わが所属会でも 7 月予定のアルプス計画が 4 件出ている。山
小屋の状況など昨年並みかどうか確認したいところ。早く天空の地へ飛
びたい気持ちは理解できるが慎重な行動を。　　　　　　　　　　（小倉）

「夫婦同姓強制合憲」の最高裁決定はジェンダー平等の世論の高まりを見ない残念
なものだった。前から気になっていたのは、自分の夫を「主人」、話相手や第三者
の夫を「ご主人」「旦那さん」と呼ぶ風習。家族の中で「主」「従」はないはずだ。（鈴木）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

8月号　No.558　2021年7月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

ネパールの山村パタンジェ村支援団体
「夢広の会」による
新型コロナウイルスに対する支援のお願い
　今（6 月半ば）、ネパールでは一日に約 8000 人が新型コ
ロナウイルスに感染、首都カトマンズはロックダウンし
ています。私たち「夢広の会」は、甲山労山（兵庫県連
盟）の会員が中心になって活動しています。支援してい
るパタンジェ村ではこれまでに 17 人ほどの感染が確認さ
れ、先日死者も出ました。医療施設も充実していない山
村で感染が広がっていく危機にあります。私たちは 6 月 2
日に、緊急支援として村の各戸にマスク（50 枚入を２箱）
と消毒液（500ml を 1 本）を配布しました。今後も現地と
情報を共有しながら見守っていきます。ご支援をよろし
くお願い致します。
夢広の会 事務局　　メール yumehironokai@outlook.jp
≪支援金受付≫
ゆうちょ銀行総合口座　記号 14370　番号 20413031
名義：夢広の会
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M
ur

at
a 

Ko
ic

hi

1952年、神戸市生まれ。宮崎大学農学部獣医学科卒業。
博士（獣医学）。日本大学生物資源科学部特任教授、よ
こはま動物園ズーラシア園長。IUCN（国際自然保護連
合）、OIE（国際獣疫事務局・世界動物保健機関）、環
境省等の委員も務める。1978年から23年間は神戸
市立王子動物園に獣医師として勤務。現在は、保全医
学の観点から、主に鳥マラリアや野生動物のサルモネ
ラ感染症と「環境 - 動物 - ヒト」との関係について研究
を行うと共に、動物園で「感じ、知り、学び、そして
守る」ことを目標に活動している。

村田浩一さん

―
近
年
、
動
物
由
来
の
感
染
症
が
増
加
し

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

今
や
人
間
で
流
行
す
る
新
興
感
染

症
の
７５
％
が
動
物
由
来
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
そ
の
一

つ
で
、
も
と
も
と
野
生
の
コ
ウ
モ
リ

が
保
有
し
て
い
た
病
原
体
の
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
す
。

　

人
間
が
深
い
密
林
の
中
に
分
け

入
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
野

生
動
物
と
の
接
触
機
会
を
得
た
時
、

本
来
は
穏
や
か
に
生
活
環
を
形
成
し

て
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
新
た
な
宿
主
、

つ
ま
り
人
間
を
標
的
に
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
由
来
感
染
症
増
加
の
背
景
に

は
人
間
と
動
物
と
の
接
触
機
会
の
増

加
が
あ
り
、
そ
れ
は
開
発
な
ど
地
球

上
の
土
地
利
用
の
変
化
が
大
き
く
起

因
し
て
い
ま
す
。
人
間
も
多
様
な
生

物
の
一
種
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）

で
す
。
地
球
と
い
う
大
き
な
生
態
系

の
中
で
、
い
か
に
健
全
な
関
係
性
を

結
ぶ
の
か
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

―
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

人
間
・
動
物
・
生
態
系
の
健
康
を

総
合
的
に
捉
え
た
取
り
組
み
を
「
Ｏ

ｎ
ｅ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
人
間
や
動
物
の
健
康
を

守
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
政

治
な
ど
多
様
な
分
野
と
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
国
際
機
関
で
は

こ
れ
を
共
通
認
識
と
し
て
連
携
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
実
現
に
重

要
な
の
が
生
物
多
様
性
保
全
で
す
。

地
球
は
生
物
相
互
の
微
妙
な
バ
ラ
ン

ス
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
１８
世
紀

後
半
か
ら
種
の
絶
滅
が
加
速
し
、
人

間
は
地
球
を
独
占
的
に
利
用
し
て
自

然
を
搾
取
し
続
け
て
い
ま
す
。
生
物

多
様
性
保
全
は
、
人
間
が
今
後
も
生

存
す
る
唯
一
の
手
段
で
す
。
人
間
に

残
さ
れ
て
い
る
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。

―
ソ
ロ
で
山
に
登
っ
て
き
た
そ
う
で
す
ね
。

　

学
生
時
代
よ
り
、
九
州
か
ら
北
海

道
ま
で
、
縦
走
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
と
、
多
く
の
山
に
登
っ
て
き

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
苦
し
い
こ

と
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
か
自
分
で

も
不
思
議
で
し
た
が
、
山
頂
に
立
つ

と
、
い
つ
も
爽
快
感
と
喜
び
が
湧
き

上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

自
然
の
中
で
人
間
が
な
ん
て
ち
っ
ぽ

け
な
存
在
で
あ
る
か
を
、
そ
の
た
び

に
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ン
ト
泊
の
際
、
わ
ず
か

な
身
の
回
り
品
で
数
日
を
過
ご
せ
た

も
の
で
す
。
私
た
ち
は
あ
ま
り
に
も

多
く
の
身
の
回
り
品
を
抱
え
て
生
活

し
、
そ
の
た
め
に
あ
く
せ
く
働
い
て

い
る
よ
う
な
感
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
山
で
の
経
験
を
、
自
然

と
の
共
生
を
目
指
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
変
革
の
た
め
に
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
５
月
２２
日

聞
き
手
・
渡
辺
明
）

野
生
動
物
の
研
究
者
・
よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
園
長

今
あ
ら
た
め
て
立
ち
返
る
「
人
間
の
生
存
を
根
本
か
ら
支
え
て
い
る
の
は
？
」
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記
録
の
た
め
の
地
図
活
用 

第
2
回

山
行
前
の
準
備
2

146

　

前
回
「
地
図
の
準
備
が
で
き
た
ら

地
図
を
眺
め
て
地
形
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
こ
う
」
と
書
い
た
が
、
等
高
線

の
読
み
取
り
が
得
意
で
な
け
れ
ば
そ

う
簡
単
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

と
き
は
概
念
図
を
描
い
て
視
覚
的
に

捉
え
や
す
く
す
る
と
よ
い
。

　

概
念
図
を
描
く
と
き
に
は
、
方
向

や
距
離
を
正
確
に
す
る
た
め
、
地
図

に
薄
い
紙
を
重
ね
て
描
く
か
、
Ｐ
Ｃ

で
地
図
画
像
の
上
に
描
い
て
後
か
ら

地
図
を
消
す
。
全
体
像
を
把
握
す
る

の
が
目
的
な
の
で
、
１
枚
の
紙
に
収

ま
る
よ
う
に
、
長
距
離
を
歩
く
場
合

に
は
縮
小
し
た
地
図
、
小
縮
尺
（
１
：

５
０
０
０
０
な
ど
）
の
地
図
な
ど
状

況
に
応
じ
た
地
図
を
使
う
。

　

概
念
図
に
必
ず
記
載
し
た
い
の
は
、

方
角
、
縮
尺
も
し
く
は
尺
、
尾
根
、
谷
、

予
定
ル
ー
ト
、
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
、

重
要
な
地
名
（
山
頂
、分
岐
、登
山
口
、

バ
ス
停
な
ど
）。
山
小
屋
、
水
場
、
使

う
可
能
性
の
あ
る
道
路
も
あ
れ
ば
描

い
て
お
く
。
尾
根
・
谷
以
外
の
も
の

は
元
の
地
図
か
ら
写
し
取
れ
る
か
ら

問
題
な
い
だ
ろ
う
。
携
帯
電
話
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
も
分
か
れ
ば
描
い
て
お

く
と
よ
い
が
、
送
受
信
で
き
る
バ
ン

ド
に
よ
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内

で
も
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

　

概
念
図
を
自
分
で
描
く

　

尾
根
・
谷
は
等
高
線
の
パ
タ
ー
ン

か
ら
読
み
取
り
、
線
を
引
い
て
行
く
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
ピ
ー

ク
に
印
を
つ
け
る
。
ピ
ー

ク
は
山
頂
な
ど
の
よ
う
に

周
り
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
中
に
他
の

等
高
線
が
入
っ
て
い
な
い
、

い
ち
ば
ん
内
側
に
あ
る
閉

じ
た
等
高
線
で
描
か
れ
る

（
図
１
の
▲
）。
次
に
ピ
ー

ク
か
ら
の
び
る
尾
根
線
を

引
く
。
尾
根
は
線
状
に
高

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
等
高
線

で
は
図
１
の
──
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

の
等
高
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
谷
も

同
じ
パ
タ
ー
ン
で
描
か
れ
て
い
る
の

で
、
図
１
を
参
考
に
尾
根
か
谷
か
判

断
す
る
と
よ
い
。
区
別
が
難
し
け
れ

ば
前
回
紹
介
し
た
赤
色
立
体
図
な
ど

を
使
っ
て
尾
根
な
の
か
谷
な
の
か
調

べ
る
の
も
よ
い
が
、
図
１
の
判
断
方

法
が
身
に
付
け
ば
た
い
て
い
の
地
形

は
瞬
時
に
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な
る

の
で
粘
り
強
く
地
図
か
ら
判
断
材
料

を
探
す
の
も
お
勧
め
だ
。

　

尾
根
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
、

図 1　尾根・谷の描き方
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尾
根
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
ピ
ー
ク
か
ら
尾
根
を
下
っ

て
ま
た
尾
根
道
が
登
り
に
転
じ
る
と

こ
ろ
が
鞍
部
（
コ
ル
と
も
い
う
）
で

あ
る
。
鞍
部
は
、
等
高
線
で
は
図
１

の
■
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
描
か
れ

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
元
に
、
図

２
に
尾
根
線
（
桃
色
）、
谷
線
（
水
色
）

を
引
く
と
図
３
の
よ
う
に
な
る
。

　

で
は
、
前
回
の
コ
ー
ス
の
概
念
図

を
図
４
に
描
い
て
み
よ
う
。
等
高
線

間
隔
が
１
０
０
ｍ
で
も
十
分
地
形
が

分
か
る
の
で
、
下
絵
に
は
ズ
ー
ム
レ

ベ
ル
１４
の
地
図
を
選
ん
だ
。
図
５
は

図 2

図 3

図 4

図 5

図 6

図
４
の
上
に
概
念
図
を
描
い
た
も
の
、

図
６
が
下
絵
の
地
図
を
消
し
た
概
念

図
。
尾
根
を
赤
線
（
ひ
と
き
わ
高
い

尾
根
は
太
く
し
て
あ
る
）、
谷
を
青
線
、

道
路
を
真
ん
中
が
茶
色
い
二
条
線
、

予
定
ル
ー
ト
を
黒
破
線
、
エ
ス
ケ
ー

プ
ル
ー
ト
を
黒
実
線
で
描
い
た
。

　

概
念
図
が
描
け
た
ら
、
全
体
の
地

形
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
、
ル
ー
ト

や
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
が
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
か
確
認
し
て

お
こ
う
。
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山
岳
同
人
・
五
色
の
峰  

香
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟　

里
山
か
ら
海
外
登
山
ま
で

　

主
に
岩
登
り
を
中
心
に
活
動

　

２
０
１
６
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
五

色
の
峰
は
、
高
松
市
と
坂
出
市
に
ま
た

が
っ
て
い
る
五
色
台
の
５
つ
の
峰
か
ら

名
称
を
考
え
ま
し
た
。
里
山
か
ら
海
外

登
山
ま
で
、幅
広
く
追
及
す
る
会
で
す
。

主
に
、
岩
登
り
（
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
ア
ル

パ
イ
ン
を
志
向
）
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

月
１
回
の
集
会
は
自
宅
で
行
い
、
会

報
を
２
箇
月
に
１
回
発
行
し
て
い
ま

す
。会
員
同
士
の
連
絡
体
制
と
し
て
は
、

計
画
書
を
常
に
全
員
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
よ
う
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
利
用

し
て
い
ま
す
。会
員
数
は
現
在
１１
名
で
、

平
均
年
齢
が
５０
・
５
歳
。
２０
代
が
２
名
、

３０
代
が
１
名
い
ま
す
。
香
川
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
の
救
助
隊
に
所
属
し
て
い
る

者
も
い
ま
す
。
勤
務
の
関
係
で
平
日
に

個
人
山
行
し
て
い
る
会
員
も
い
て
、
主

に
冬
季
の
八
ヶ
岳
や
、
伯
耆
大
山
、
無

雪
期
の
四
国
の
山
に
登
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
里
山
を
登
っ
て
い
る
者
も
い
ま

す
。

　

活
動
拠
点
・
紅
ノ
峰
か
ら

　

四
国
や
九
州
の
岩
場
を
め
ぐ
る

　

会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
高
松
市

内
に
あ
る
紅
ノ
峰
の
ゲ
レ
ン
デ
で
、
基

本
的
に
は
１
年
中
、
毎
週
土
曜
日
に

登
っ
て
い
ま
す
。
幅
は
１
０
０
ｍ
で
、

高
さ
は
２０
ｍ
ほ
ど
、
安
山
岩
で
す
。
古

く
か
ら
登
ら
れ
て
い
る
岩
場
で
、
古
い

ハ
ー
ケ
ン
や
ボ
ル
ト
が
残
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
海
外
登
山
を
目
指
す

者
た
ち
が
登
っ
て
い
ま
し
た
。
冬
の
季

節
風
が
吹
い
て
寒
い
と
き
に
は
、
東
側

の
エ
リ
ア
が
暖
か
い
で
す
。
夏
の
暑
い

労山をつなぐネットワーク

27

紅ノ峰「ルーキーフェース」（2020 年 12 月）

関西のメンバーとカナダ・スコーミッシュにて

（2018 年 8 月）

香川県三豊市の紫雲出山にて（2021 年 2 月）
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使
っ
て
年
に
２
回
以
上
通
っ
て
い
ま

す
。

　

四
国
で
は
、
高
知
に
あ
る
石
灰
岩

の
岩
場
で
、
吹ふ

け
い井

の
岩
場
や
鬼
岩
屋

に
何
回
か
通
っ
て
い
ま
す
。
愛
媛
に

は
、
有
名
な
石
鎚
・
北
壁
と
瓶
ヶ
森
・

西
壁
が
あ
り
ま
す
。
徳
島
に
は
、
日

和
佐
に
海
岸
の
岩
場
が
あ
り
ま
す
。

岡
山
の
備
中
の
岩
場
に
も
行
き
ま
し

た
。
今
年
５
月
に
は
、
九
州
の
岩
場

巡
り
と
い
う
こ
と
で
、
鉾
岳
の
「
大

長
征
ル
ー
ト
」１１
Ｐ
と
、比
叡
山
の「
Ⅰ

峰
・
第
１
ス
ラ
ブ
・
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
」

９
Ｐ
と
、
３
人
で
マ
ル
チ
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ア
ル
パ
イ
ン
は
ア
プ
ロ
ー

チ
が
勝
負
」
な
の
で
、
月
１
回
は
標

と
き
は
、「
早
朝
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
と

称
し
て
、
朝
７
時
か
ら
登
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
人
工
ル
ー
ト
が
フ
リ
ー

化
さ
れ
、
１
９
８
８
年
に
は
、
一
応
、

フ
リ
ー
ル
ー
ト
の
開
拓
が
終
了
し
た

の
を
契
機
に
、『
岩
と
雪
』
誌
に
ル
ー

ト
図
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

１
年
に
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
リ
ボ
ル

ト
が
行
わ
れ
、『
日
本
１
０
０
岩
場
』

に
フ
リ
ー
ル
ー
ト
の
み
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
全
て
の
ル
ー
ト
を
合
わ
せ
る

と
４３
本
あ
り
ま
す
（
ル
ー
ト
図
は
、

会
の
ブ
ロ
グ
の
２
０
２
０
年
の
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
掲
載
し
て
い
ま

す
）。

　

新
人
に
は
、
最
初
は
、
簡
単
な
所

を
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
登
ら
せ
ま
す
。

ロ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
の
際
に
、
恐
怖
を
感

じ
な
い
者
は
、
岩
登
り
に
向
い
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
入
会
し
て
１
年
足

ら
ず
で
、
５
・
１０
台
の
ル
ー
ト
を
リ
ー

ド
す
る
新
人
さ
ん
も
い
ま
す
！

　

ま
た
、
こ
こ
で
年
に
１
回
登
山
道

整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
内
に
は
、
五
色
台

の
反
対
側
に
大お

お

屋や

冨ぶ

の
岩
場
が
あ
り

ま
す
。
ス
ケ
ー
ル
は
大
き
い
で
す
が
、

中
央
部
は
浮
石
が
あ
っ
て
、
登
攀
不

可
能
で
す
。
奥
に
は
、５
・
１０
台
の
ル
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、小
豆
島
に
は
、

古
く
か
ら
の
岩
場
の
拇
岳
と
、
花
崗

岩
の
ル
ー
ト
が
１
０
０
以
上
あ
る
吉

田
の
岩
場
と
仁イ

ン

寿ス

峰ボ
ン

が
あ
り
、
船
を

高
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
四
国
の
山
を

歩
い
て
い
ま
す
。
花
を
愛
で
る
の
も

楽
し
み
で
す
。
残
雪
期
に
は
立
山
や

唐
松
岳
に
も
登
り
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
、
２
０
１
６
年
に
海
外
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
に
行
き
、
メ
ン
ヒ

や
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
登
っ
た
り
、
シ
ャ

モ
ニ
で
は
ア
ル
パ
イ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
カ
ナ
ダ
の

ス
コ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
で
ク
ラ
ッ
ク
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
応
＆
今
後
の
目
標

　

会
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
２

０
２
０
年
４
月
８
日
か
ら
５
月
２２
日

ま
で
紅
ノ
峰
の
岩
登
り
を
自
粛
し
ま

し
た
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
の
特
集
や
、
香
川
の
岩
場
の
概
要

を
ル
ー
ト
図
も
含
め
て
紹
介
の
記
事

な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
私
個
人
の
目
標
と
し
て
は

紅
ノ
峰
で
の
登
攀
能
力
の
現
状
維
持
。

会
と
し
て
は
、
若
手
の
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
マ
ー
の
養
成
で
す
。（

宮
武
淳
／

山
岳
同
人
・
五
色
の
峰　

代
表
）

鉾岳「大長征ルート」（2021 年 5 月）

中国地方・甲ケ山にて（2020 年 10 月）
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臥牛山の全景
　

高
梁
市
の
北
側
に
城
山
が
そ
び
え
て

い
る
。
正
式
な
名
は
臥
牛
山
。「
天
空

の
城
」
と
し
て
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
雲

海
に
浮
か
ぶ
備
中
松
山
城
天
守
が
有

名
。
こ
の
名
の
由
来
は
西
側
か
ら
見
る

と
ち
ょ
う
ど
大
き
な
牛
が
寝
そ
べ
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
だ
。
南
側
か

ら
順
に
、
前
山
が
頭
、
小
松
山
が
肩
、

天
神
山
が
背
中
、
そ
し
て
大
松
山
が
腰

と
尻
。
こ
こ
に
は
鎌
倉
時
代
に
最
初
の

砦
が
築
か
れ
て
い
た
。
そ
の
麓
に
は
江

戸
時
代
御
根
小
屋
と
呼
ば
れ
た
屋
敷
群

が
あ
り
当
時
の
政
庁
、
地
領
主
の
住
居

で
、
藩
政
改
革
に
尽
力
し
、
成
功
さ
せ

た
儒
学
者
の
山
田
方
谷
も
こ
こ
に
勤
め

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
臥
牛
山
の
四
峰
、
縦
走
コ
ー

ス
を
紹
介
し
た
い
。
登
山
口
は
臥
牛
山

南
麓
、
J
R
備
中
高
梁
「
中
州
橋
」
を

渡
る
と
、
登
城
道
と
書
い
た
壁
の
あ
る

所
。
登
城
道
を
登
り
四
峰
最
初
の
前
山

へ
。
樅
林
の
中
に
石
段
を
登
る
と
ふ
い

ご
峠
に
着
き
、
観
光
客
用
バ
ス
が
発
着

す
る
。
す
ぐ
前
が
前
山
、
次
は
天
守
の

あ
る
小
松
山
を
め
ざ
す
。
天
然
の
岩
壁

と
調
和
し
た
石
垣
の
雄
美
さ
に
目
を
見

張
る
小
松
山
備
中
松
山
城
に
到
達
。
天

守
の
裏
に
回
り
、
二
重
櫓
下
か
ら
丸
太

階
段
を
下
り
土
橋
を
渡
る
、
登
り
が
続

き
、
ヒ
ノ
キ
林
に
入
り
天
神
の
丸
に
着

く
。
臥
牛
山
の
最
高
地
点
4
8
7
m
で

藩
主
が
領
民
の
平
穏
を
祈
っ
た
と
こ

ろ
。
こ
の
先
大
池
ま
で
下
っ
て
最
後
の

峰
の
大
松
山
丸
に
到
達
す
る
。
鎌
倉
時

代
、
こ
の
峰
に
最
初
の
砦
が
築
か
れ
て

以
来
8
0
0
年
近
く
に
亘
る
備
中
松
山

城
の
歴
史
が
始
ま
る
。
四
峰
縦
走
は
こ

こ
ま
で
だ
が
三
角
点
の
あ
る
峰
ま
で
、

足
を
延
ば
せ
ば
、
大
池
か
ら
北
側
の
谷

間
の
番
所
、
切
通
り
ま
で
下
る
と
備
中

松
山
城
の
北
の
端
、
急
坂
を
北
に
登
り

返
し
、
尾
根
道
に
出
て
北
に
進
む
と
、

林
の
中
に
明
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
三

等
三
角
点
が
あ
る
臥
牛
山

北
峰
の
三
角
点
峰
だ
。
更

に
植
林
帯
を
北
に
下
り
旧

高
梁
北
小
学
校
の
石
柱
を

見
る
と
間
も
な
く
作
業
用

車
道
と
合
流
す
る
。
帰
り

は
作
業
用
車
道
を
南
に
進

み
、
平
成
の
大
吊
橋
を
渡

り
、
大
池
か
ら
城
経
由
で

来
た
道
を
帰
る
。（
歩
程

3
時
間
5
分
）

臥
が

牛
ぎ ゅ う

山
ざ ん

岡　山

四峰からなり、どの峰にも中世から近世の
砦跡や城跡が残る
天空の城・備中松山城を頂く歴史の山
盛重忠行
倉敷ハイキング倶楽部／岡山

　交通　   問い合わせ交 問

交

問

自家用車：国道 180 号高梁大橋交差点を東進。
約 400m で JR 備中高梁駅、更に 400m ほど北
進して高梁市役所北駐車場。
公共交通機関：JR 伯備線備中高梁下車。徒歩で
登山口まで約 5 分。
高梁市産業経済観光課 TEL 0866-21-0217

城見橋公園
駐車場高

梁
川

前山

備中松山城跡

487
臥牛山

478.3

北峰

大松山丸
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滝を見る
石井光造

　

八
月
の
山
で
は
沢
歩
き
の
思
い
出
が
多

い
。
沢
歩
き
の
怖
さ
を
知
っ
た
の
は
、
赤

石
岳
を
下
っ
た
小
渋
川
の
徒
渉
で
流
さ
れ

た
と
き
だ
っ
た
。
荒
川
本
流
真
ノ
沢
で
、

千
丈
ノ
滝
か
ら
滝
壺
へ
落
ち
た
記
憶
は
今

も
残
る
。
五
十
代
ま
で
は
滝
は
登
る
も
の

で
、
見
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

印
象
に
残
る
の
は
、
い
つ
か
見
て
み
た

い
と
思
い
続
け
た
森
吉
山
赤
水
沢
の
入
り

口
に
あ
る
桃
洞
ノ
滝
で
あ
る
。
水
の
中
を

歩
き
続
け
る
沢
に
も
魅
力
は
あ
っ
た
が
、

沢
の
奥
に
独
特
の
姿
で
落
ち
て
い
た
（
右

写
真
）。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
シ
ュ
ッ
ピ
ッ
タ
ー
シ
ュ

ツ
レ
ン
と
い
う
登
山
基
地
で
ホ
テ
ル
の
裏

側
に
見
え
て
い
た
シ
ュ
ッ
ピ
ッ
タ
ー
滝

（
フ
ォ
ッ
セ
ン
）
は
、
い
つ
も
霧
が
か
か

り
怖
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
氷
河
か
ら
直

接
落
ち
て
く
る
滝
だ
っ
た
（
中
写
真
）。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
の
ア
バ
ラ
ン

チ
ピ
ー
ク
（
雪
崩
峰
の
意
味
、
一
八
三
三

ｍ
）
を
ピ
ス
ト
ン
登
山
し
、
ふ
ら
ふ
ら
に

な
っ
て
下
山
、
登
山
口
背
後
の
デ
ビ
ル
ス

パ
ン
チ
ボ
ー
ル
ス
滝
（
一
三
一
ｍ
）
を
見

た
時
の
安
堵
感
は
忘
れ
ら
れ
な
い
（
左
写

真
）。

vol.103

簡単にスケッチで
山を描こう（鉛筆 2B)

頂上

1．頂上を描きたい位置から描き
始める

2．頂上から尾根を描いていく。
できるだけ直線で角々と描く

3．線は斜め線で描いていく
4．尾根のところからの山の線も

まっすぐに描く
5．後ろの山は前の山より薄く描

く
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と
な
り
い
た
れ
り
つ
く
せ
り
で
す
。

そ
し
て
頂
手
前
ま
で
の
長
い
登
り
に

は
木
の
香
り
た
だ
よ
う
と
て
も
歩
き

易
い
木
道
階
段
と
い
う
気
持
ち
の
良

い
道
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
～
し
、
開
通
１
ヶ
月
も
過
ぎ

る
と
悲
し
い
こ
と
に
ス
ト
ッ
ク
（
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
）
の
ス
パ
イ
ク

（
石
突
）
の
キ
ズ
が
目
立
ち
始
め
て
い

ツ
ジ
の
花
見
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
、
３
月
３０
日
に
６

号
路
が
開
通
し
た
と
の
案
内
を
目
に

し
た
の
で
す
。
い
て
も
た
っ
て
も
い

ら
れ
ず
数
日
後
に
は
高
尾
山
口
駅
に

向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

歩
き
出
す
と
案
内
看
板
は
す
べ
て

新
品
で
、
ベ
ン
チ
も
き
れ
い
す
っ
き

り
。
崩
れ
た
や
っ
か
い
な
所
は
木
橋

　

山
で
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
が
今

年
４
月
に
あ
っ
た
も
の
の
、そ
の
１
ヶ

月
ほ
ど
先
に
は
悲
し
い
想
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
事
が
あ
る
ん
で
す
。
…

場
所
は
東
京
の
超
メ
ジ
ャ
ー
な
山
、

高
尾
山
で
す
。
何
ヶ
月
も
の
間
、
道

の
整
備
の
た
め
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
た
６
号
路
（
注
）
は
、
コ
ー
ス
中

で
は
最
も
私
が
好
き
な
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
す
。

　

特
に
こ
こ
数
年
台
風
や
ら
大
雨
で

登
山
道
は
何
ヶ
所
か
崩
れ
、
そ
の
つ

ど
短
期
間
の
閉
鎖
と
な
っ
て
い
た
り

し
た
も
の
の
、
今
回
の
通
行
止
は
長

す
ぎ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
お
り
４
月
２
日
に
大
昔
か

ら
の
山
仲
間
と
陳
馬
山
か
ら
縦
走
し

高
尾
山
手
前
で
サ
ク
ラ
や
ミ
ツ
バ
ツ

た
の
で
す
。「
つ
い
こ
の
前
ま
で
美
し

い
木
道
だ
っ
た
の
に
ー
。
悲
し
い
～
」

　

た
だ
し
、
私
は
キ
ャ
ッ
プ
（
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
）
を
い
つ
も
し
ろ
、
と
か

接
着
し
て
と
れ
な
い
よ
う
に
し
ろ
、

と
か
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
、

う
る
さ
く
言
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

私
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
パ
イ
ク
の

使
用
は
木
道
で
は
も
ち
ろ
ん
Ｎ
Ｇ
、

個
人
の
山
で
の
使
用
禁
止
場
所
や
植

物
保
護
地
域
で
も
Ｎ
Ｇ
で
す
。
た
だ

雪
や
氷
、
急
で
滑
り
易
い
道
等
で
は
、

キ
ャ
ッ
プ
不
使
用
の
方
が
グ
リ
ッ
プ

力
が
強
く
安
全
だ
と
考
え
ま
す
。

　

登
山
道
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
安

全
で
楽
し
い
山
歩
き
を
し
た
い
も
の

で
す
。

“木道のキズ”
ストックのキャップについて

235

元カモシカスポーツ本店店長

高尾山頂のオリンピックエンブレム
良いのだか、悪いのだか…まぁ、人気はあ
るよね。中央の山が大室山で、その右に富
士山があるものの今一見えないかな？

6 号路の長々と続く木道階段
計算された作りの、すばらしい階段で非
常に歩き易くなった。ところで 6 号路
は 3 ～ 4 月にかけてタゴガエルが鳴く
中ネコノメソウの仲間やヤマルリソウ、
二リンソウが咲き始めチゴユリ、シュ
ンラン、ジュウニヒトエ等と続々と咲
きだし、5 月中旬からのラン科のセッコ
クも圧巻、夏もイワタバコ、タマアジ
サイ等々とオススメコースなのだ。

ストックキャップの歴史
左 2 本が 30 年程前の持ち運ぶ時に人にキケ
ンがないための物。中央は浅いキャップで、
持ち運びと山歩き時に両用できたが、山では
ずれた。右 2 本は深型の現在の物、レキ社と
ブラックダイヤモンド社どちらも装着可能。
他メーカーのは買った店へ行くか、現品を持
参して購入した方が良いかも。

ブラックダイヤモンド社・
ディスタンスシリーズの先
使用者が多いオリタタミ式のコンパクト収納
タイプの先っぽだが、左は購入時のタイプ
でそのままでキャップせず使用できる軽量
版。ただしすり減ってくるので、たまに交換
すべし。真ん中は付属のグリップ力の強い金
属製スパイクと専用ゴムキャップ（プロテク
ター）、右は専用キャップ装着時。個人的に
最近同モデルを良く使うが、スパイクでの使
用時にはゴムキャップがすぐ出せるようにし
ている。場所によって使い分けよう。

残念な木道
たった 1 ヶ月程でストックのスパイク
穴があっちこっちにできてしまった。1
年後にはどうなっている事やら…。

（注）1 ～ 6 号路の他、尾根コース等もあるが、私は 6 号
路の沢コースがオススメだ。まあすべての道を歩い
てほしいけどね。
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